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埼経協ニュース391号

平
成
二
八
年
新
年
会
員
懇
談
会
は
一
月

七
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
か
ら
十
七
時
ま
で
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
ご
来
賓
の
方
々
な
ら

び
に
会
員
を
合
わ
せ
て
三
三
〇
名
で
あ
っ

た
。（
ご
来
賓
の
ご
芳
名
は
四
頁
に
掲
載
）

特
別
講
演
は
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
の
広
澤
克
実
氏
が
名
将
に
学
ぶ
リ
ー
ダ

ー
論
〜
野
村
克
也
氏
、
長
嶋
茂
雄
氏
、
星

野
仙
一
氏
に
師
事
し
て
」
と
題
し
て
講
演
。

多
く
の
参
加
者
を
魅
了
し
た
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り

【
第
一
部

挨
拶
・
講
演
の
部
】

開
会
挨
拶

上
條
正
仁
会
長

（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

上
條
会
長
は
企
業
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
、
平
成
二
八
年
の
経
済

見
通
し
等
に
触
れ
ら
れ
た
後
に
、

今
後
の
企
業
経
営
を
考
え
る
上
で

以
下
の
二
点
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

⑴
経
営
環
境
の
変
化
が
常
態
化
し

つ
つ
あ
る
現
在
、「
も
う
少
し

待
ち
た
い
」、「
将
来
が
不
安
だ
か
ら
挑

戦
し
な
い
」、「
変
化
が
速
い
か
ら
つ
い

て
い
け
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
「
不
確

実
性
�
リ
ス
ク
」
と
捉
え
た
経
営
だ
け

で
は
、
自
社
を
新
た
な
成
長
に
導
く
チ

ャ
ン
ス
を
失
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か

ね
な
い
。
い
ま
こ
そ
、
経
営
マ
イ
ン
ド

を
リ
セ
ッ
ト
し
、「
未
来
が
わ
か
ら
な

い
か
ら
こ
そ
可
能
性
が
あ
る
」、「
変
化

が
激
し
い
か
ら
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
」と
い
う「
不
確
実
性
�
チ
ャ
ン
ス
」

と
い
う
視
点
を
是
非
と
も
経
営
に
取
り

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

世
の
中
に
は
�
絶
対
確
実
�
と
い
う

も
の
は
な
い
。
確
か
に
「
未
来
が
わ
か

ら
な
い
こ
と
」、「
変
化
が
激
し
い
こ

と
」
は
「
リ
ス
ク
」
と
捉
え
が
ち
で
あ

る
が
、
自
社
の
競
争
力
を
高
め

る
た
め
に
、
こ
れ
を
「
チ
ャ
ン

ス
」
と
捉
え
、
経
営
に
あ
た
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

現
状
を
維
持
し
て
い
る
限
り
、

「
昨
日
と
違
う
明
日
」
は
や
っ

て
来
な
い
。
経
営
に
と
っ
て
重

要
な
の
は
「
未
来
の
不
安
」
に

慄
く
の
で
は
な
く
、「
未
来
に

つ
な
が
る
い
ま
」
に
挑
戦
す
る

こ
と
で
あ
る
。

⑵
経
営
環
境
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
益
々

高
ま
っ
て
い
る
現
在
、
多
く
の
情
報
を

何
度
も
集
め
て
、
議
論
を
深
め
、
緻
密

な
戦
略
策
定
に
多
く
の
労
力
を
割
く
の

で
は
な
く
、
戦
略
は
仮
説
で
あ
り
、
戦

略
と
実
行
の
ウ
ェ
イ
ト
は
「
戦
略
2
割

�
実
行
8
割
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
、
そ
し
て�
当

た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
で
き

る
�
組
織
と
し
て
の
実
行
力
を
再
構
築

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

来
賓
挨
拶

財
務
省
関
東
財
務
局
長

乙
部

辰
良
氏

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長田

畑

一
雄
氏

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長関

根

郁
夫
氏

連
合
埼
玉
会
長

小
林

直
哉
氏

来
賓
ご
紹
介

特
別
講
演

演
題
「
名
将
に
学
ぶ
リ
ー
ダ
ー
論

〜
野
村
克
也
氏
、
長
嶋
茂
雄
氏
、

星
野
仙
一
氏
に
師
事
し
て
」

講
師

野
球
解
説
者
・
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー

広
澤
克
実
氏

【
第
二
部
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
の
部
】

開
宴
挨
拶

笠
井

澄
人
副
会
長

（
東
日
本
電
信
電
話
㈱

取
締
役
埼
玉
営
業
部
長
）

来
賓
祝
辞

埼
玉
県
知
事

上
田

清
司
氏

さ
い
た
ま
市
長

清
水

勇
人
氏

乾
杯

埼
玉
大
学
学
長

山
口

宏
樹
氏

懇
談

閉
宴
挨
拶

徳
渕

良
孝
副
会
長

（
日
本
信
号
㈱
取
締
役
専
務
執
行
役
員
）

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’16 月号

日本経団連 埼玉

平平
成成
二二
八八
年年
新新
年年
会会
員員
懇懇
談談
会会

三三
三三
〇〇
名名
のの
参参
加加
者者
をを
得得
てて
盛盛
大大
にに
開開
催催

特別講演
「「「「「「「「「「「「「「
名名名名名名名名名名名名名名
将将将将将将将将将将将将将将
にににににににににににににに
学学学学学学学学学学学学学学
ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ
リリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーー
ダダダダダダダダダダダダダダ
ーーーーーーーーーーーーーー
論論論論論論論論論論論論論論
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
野野野野野野野野野野野野野野
村村村村村村村村村村村村村村
克克克克克克克克克克克克克克
也也也也也也也也也也也也也也
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏
、、、、、、、、、、、、、、
長長長長長長長長長長長長長長
嶋嶋嶋嶋嶋嶋嶋嶋嶋嶋嶋嶋嶋嶋
茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂
雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄

氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏
、、、、、、、、、、、、、、星星星星星星星星星星星星星星
野野野野野野野野野野野野野野
仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙
一一一一一一一一一一一一一一
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏
にににににににににににににに
師師師師師師師師師師師師師師
事事事事事事事事事事事事事事
しししししししししししししし
てててててててててててててて
」」」」」」」」」」」」」」とととととととととととととと
題題題題題題題題題題題題題題
しししししししししししししし
てててててててててててててて
野野野野野野野野野野野野野野
球球球球球球球球球球球球球球
解解解解解解解解解解解解解解
説説説説説説説説説説説説説説
者者者者者者者者者者者者者者・・・・・・・・・・・・・・

スススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツツツツツ
ココココココココココココココ
メメメメメメメメメメメメメメ
ンンンンンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテテテテテ
ーーーーーーーーーーーーーー
タタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーー
のののののののののののののの
広広広広広広広広広広広広広広
澤澤澤澤澤澤澤澤澤澤澤澤澤澤
克克克克克克克克克克克克克克
実実実実実実実実実実実実実実
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏
がががががががががががががが
講講講講講講講講講講講講講講
演演演演演演演演演演演演演演

新年会員懇談会

開会挨拶をする上條正仁会長

2・3
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会会場場
ススナナッッププ

330名の参加者を得て盛大に
開催された新年会員懇談会

来賓挨拶
田畑一雄埼玉労働局長

来賓挨拶
関根郁夫埼玉県教育委員会教育長

来賓挨拶
小林直哉連合埼玉会長

来賓のご紹介
埼玉県商工会連合会
大久保義海会長

来賓挨拶
乙部辰良関東財務局長

来賓のご紹介
埼玉県中小企業団体中央会

星野進会長
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年
会
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�
埼
玉
県
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ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア

ワ
ー
ド
二
〇
一
六
表
彰
式

五

�
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講

座

七

�
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定
戦

八

�
秋
季
・
春
季
地
区
協
議
会

十

�
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
三

�
Ｃ
Ｓ
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委
員
会

十
七

�
人
事
労
務
委
員
会

十
八

�
地
域
社
会
問
題
委
員
会

二
〇

�
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
一

�
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座
二
二

�
働
く
女
性
応
援
講
座

二
二

�
四
半
期
企
業
経
営
動
向
調
査二

三

�
Ｂ
Ｃ
Ｐ
等
に
係
る
他
の
都
県
と

の
連
携
ニ
ー
ズ
調
査

二
六

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い

の
広
場

二
八

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

二
九

�
第
十
四
回
渋
沢
栄
一
賞
表
彰
式

三
〇

�
企
業
経
営
者
と
生
徒
・
保
護
者
・

教
員
に
よ
る
四
者
面
談
会
三
一

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
三
二

�
青
年
経
営
者
部
会

三
三

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

三
四

�
事
業
だ
よ
り
・
広
告

三
五

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

三
六

講演する広澤克実氏講演風景講演謝辞を述べる藤池誠治副会長

懇親パーティーの部開宴挨拶
笠井澄人副会長

乾杯挨拶
山口宏樹埼玉大学学長

来賓祝辞 清水勇人さいたま市長 来賓祝辞 上田清司埼玉県知事

懇親パーティー

懇
談
風
景

閉
宴
挨
拶

徳
渕
良
孝
副
会
長
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▽
埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

▽
さ
い
た
ま
市
長

清
水
勇
人

《
講
師
》

▽
野
球
解
説
者
・
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

広
澤
克
実

《
国
関
係
》

▽
財
務
省
関
東
財
務
局
長

乙
部
辰
良

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
長

川
瀬

透

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
次
長

寺
田
早
苗

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
財
務
広
報
相
談
室
長

櫻
井
雅
和

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

地
域
経
済
部
次
長

山
口
栄
二

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

田
畑
一
雄

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局総

務
部
長

古
瀬
陽
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準
部
長

坂
田
善
廣

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
長

平
川
雅
浩

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
課
地
方
職
業
指
導
官

齋
藤
明
男

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
均
等
室
長

布
川
裕
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局総

務
課
長

小
久
保
勉

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

企
画
室
長

松
本
桂
一
郎

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
課
長

矢
島

栄

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局監

督
課
長

子
安
成
人

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局賃

金
室
長

新
井
孝
男

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
災
補
償
課
長

東
條
比
呂
司

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
課
長

進
藤
容
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
対
策
課
長

森
田
哲
也

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

需
給
調
整
事
業
課
長

菅
沼
敬
一

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

地
方
訓
練
受
講
者
支
援
室
長

渋
沢
修
一

▽
日
本
銀
行

調
査
統
計
局
調
査
主
幹
・

埼
玉
県
経
済
総
括

土
田

浩

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
課
長

中
尾
京
一

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
班
長

川
瀬

清

▽
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

理
数
学
習
推
進
部

部
長

大
槻

肇

▽
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

理
数
学
習
推
進
部
才
能
育
成
グ
ル
ー
プ

主
任
調
査
員

藤
井
春
彦

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
部
長

立
川
吉
朗

▽
産
業
労
働
部
産
業
労
働
部
副
部
長

加
藤
和
男

▽
産
業
労
働
部

雇
用
労
働
局
長

渡
辺

充

▽
産
業
労
働
部参

事
兼
産
業
支
援
課
長

正
能
修
一

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
長

斎
藤
和
也

▽
産
業
労
働
部

就
業
支
援
課
長

三
宅
瑞
絵

▽
産
業
労
働
部ウ

ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
長

野
尻
一
敏

▽
産
業
労
働
部
産
業
人
材
育
成
課
長

堀
口
幸
生

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

中
村
雅
範

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

鈴
木
康
之

▽
県
民
生
活
部

国
際
課
長

小
池
要
子

▽
県
民
生
活
部共

助
社
会
づ
く
り
課
長

加
藤

繁

▽
埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長

関
根
郁
夫

▽
埼
玉
県
教
育
局

県
立
学
校
部
長

古
川
治
夫

▽
埼
玉
県
教
育
局

県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課
長

武
内
道
郎

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

主
席
指
導
主
事

羽
田
邦
弘

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

副
課
長

福
島
孝
彦

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

主
幹
兼
主
任
指
導
主
事

安
部
逸
郎

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
指
導
主
事

堀
口
利
樹

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
指
導
主
事

新
井
敏
彦

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

産
業
教
育
指
導
主
事

寺
田
貢
紀

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

産
業
教
育
指
導
主
事

坂
本
順
一

▽
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー所

長

内
田

孝

▽
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
主
幹

新
井
秀
明

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

会
長

小
寺
智
子

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

事
務
局
長

黒
澤

治

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

安
原
好
夫

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

柳
沢
幸
一

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

理
事
長

椎
木
隆
夫

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

事
務
局
長

加
藤
哲
之

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽（
一
社
）埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

会
長

佐
伯
鋼
兵

▽
埼
玉
県
商
工
会
連
合
会

会
長

大
久
保
義
海

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会会

長

星
野

進

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

利
根
忠
博

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

加
藤
喜
久
雄

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

理
事
長

織
田
秀
明

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会
長

後
閑

博

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長

相
川

博

▽（
一
社
）埼
玉
県
物
産
観
光
協
会会

長

松
本
邦
義

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

理
事
長

山
縣
秀
司

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

監
事

江
田
元
之

▽（
公
財
）産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

埼
玉
事
務
所
長

渡
辺
邦
男

▽
埼
玉
県
生
産
性
本
部

会
長

山
田
吉
隆

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

専
務
理
事

堀
口
雅
彦

▽（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

埼
玉
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

所
長

松
山
玲
子

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会専

務
理
事

神
山
哲
雄

《
経
済
界
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
副
社
長
兼
執
行
役
員

岩
田
一
男

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役
兼
常
務
執
行
役
員

中
尾
安
志

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長
兼

埼
玉
西
地
域
営
業
本
部
長

藤
田
正
幸

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
埼
玉
営
業
本
部
長
兼

公
共
法
人
部
担
当

中
野
真
治

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
東
地
域
営
業
本
部
長

小
泉
公
彦

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
副
本
部
長

醍
醐
尚
人

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
北
地
域
営
業
本
部
長

山
嵜
浩
一

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
営
業
サ
ポ
ー
ト
本
部
副
本
部
長

直
江

大

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行公

共
法
人
部
長

持
田
光
司

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

さ
い
た
ま
営
業
部
長

芹
沢
直
人

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行県

庁
支
店
長

鈴
木
俊
太
郎

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行大

宮
西
支
店
長

神
山

透

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

赤
城
功
一

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

小
山
和
也

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

長
堀
和
正

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
地
域
サ
ポ
ー
ト
部
長

宮
崎
裕
雅

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

本
店
営
業
部
長

齊
藤
政
春

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

地
域
サ
ポ
ー
ト
部

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ
長

森
山
誠
一

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
埼
玉
大
学

学
長

山
口
宏
樹

▽
埼
玉
大
学

理
事
・
副
学
長

佐
藤
勇
一

▽
埼
玉
大
学

理
事

吉
澤
雅
隆

▽
埼
玉
大
学

参
事
役

星
野
雅
志

▽
埼
玉
大
学

研
究
機
構
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー

セ
ン
タ
ー
長

綿
貫
啓
一

▽
埼
玉
大
学

研
究
機
構
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー

副
セ
ン
タ
ー
長

教
授

小
林
裕
一

▽
埼
玉
大
学

研
究
機
構
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
門
長

専
任
准
教
授

橋
本

智

▽
も
の
つ
く
り
大
学

専
務
理
事

北
尾
美
成

▽
埼
玉
県
立
大
学

理
事
長

江
利
川
毅

▽
埼
玉
県
立
大
学

学
長

三
浦
宜
彦

▽
埼
玉
県
立
大
学

事
務
局
長

荒
井

宏

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

会
長

小
林
直
哉

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

事
務
局
長

佐
藤
道
明

▽
全
労
済
埼
玉
県
本
部

本
部
長

横
田
行
秀

▽
中
央
労
働
金
庫
埼
玉
県
本
部本

部
長

宮
本
重
雄

▽（
一
社
）埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務
理
事

永
田
信
雄

《
報
道
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長

小
川
秀
樹

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

経
済
部
記
者

三
宅
芳
樹

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉
代
表
取
締
役
社
長

平
本
一
郎

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉

取
締
役

小
嶋
一
晃

▽
日
本
放
送
協
会さ

い
た
ま
放
送
局
長

平
野
幸
三

▽
日
本
経
済
新
聞
社さ

い
た
ま
支
局
長

長
田

正

▽
産
経
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

杉
山

広

▽
日
刊
工
業
新
聞
社さ

い
た
ま
総
局
長

川
瀬

治

▽
時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局
長

中
谷
真
司

▽
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽
税
理
士
法
人
優
和

埼
玉
本
部

代
表
社
員

飯
野
浩
一

▽
外
井
法
律
事
務
所

弁
護
士

外
井
浩
志

▽Great
Place

to
W
ork®

Institute
Japan

副
代
表

平
田
英
司

▽Great
Place

to
W
ork®

Institute
Japan

佐
藤
裕
子

▽
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

理
事

加
地
照
子

来来
賓賓
にに
各各
界界
かか
らら
多多
士士
済済
々々

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
役
職
名
は
開
催
日
現
在
）
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埼
玉
県
教
育
委
員
会
と
本
会
の
共
催

に
よ
る
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア

ワ
ー
ド
2
0
1
6
表
彰
式
が
二
月
三
日

㈬
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
た
。

今
日
、
若
者
一
人
一
人
の
社
会
的
・

職
業
的
自
立
に
向
け
、
必
要
な
基
盤
と

な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
一
方
、

産
業
界
に
お
い
て
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

対
す
る
支
援
を
含
め
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の

推
進
に
関
す
る
社
会
的
要
望
や
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
実
践
の
中
で
培
わ
れ
継
続
・
蓄

積
さ
れ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
教
育
財
産

で
あ
り
、
県
立
高
校
と
企
業
が
連
携
し

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
組
は
、
産
学
連

携
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で
あ
る
。

本
表
彰
式
は
、
そ
の
取
組
の
中
か
ら

優
れ
た
実
践
に
対
し
て
、
支
援
す
る
企

業
と
学
校
双
方
を
表
彰
す
る
こ
と
で
本

県
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
よ
う
と
埼

玉
県
教
育
委
員
会
と
本
会
が
実
施
し
て

お
り
、
今
回
で
三
回
目
と
な
る
。

当
日
は
県
教
育
委
員
会
教
育
長

関

根
郁
夫
氏
、
県
立
学
校
部
長

古
川
治

夫
氏
、
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

長

武
内
道
郎
氏
、
本
会

上
條
正
仁

会
長

他
企
業
関
係
者
並
び
に
学
校
関

係
者
総
勢
約
六
十
三
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
。

最
優
秀
賞
に
は
東
友
テ
ク
ニ
カ
株
式

会
社（
三
芳
町
）と
ド
リ
ー
ム
ト
キ（
川

島
町
）
の
二
社
と
県
立
川
越
工
業
高
校

が
協
同
で
取
り
組
ん
だ
『
乾
電
池
に
よ

る
鉄
道
走
行
の
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
チ
ャ

レ
ン
ジ
』
が
選
ば
れ
た
。

同
校
で
は
電
気
科
の
課
題
研
究
（
電

車
班
）
の
授
業
で
、
歴
代
の
三
年
生
が

引
き
継
ぎ
、
改
良
を
重
ね
な
が
ら
電
車

製
作
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、

実
際
の
線
路
を
走
行
で
き
る
電
車
の
よ

う
な
大
き
な
製
作
を
行
う
に
は
教
員
で

は
指
導
し
き
れ
な
い
部
分
が
あ
り
、
地

元
企
業
の
二
社
が
電
車
の
部
品
製
作
の

指
導
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
東
友
テ
ク

ニ
カ
株
式
会
社
か
ら
は
主
に
モ
ー
タ
ー

に
関
す
る
技
術
、
ド
リ
ー
ム
ト
キ
か
ら

は
主
に
機
械
加
工
に
関
す
る
技
術
に
つ

い
て
、
生
徒
に
指
導
し
た
。
そ
の
結
果
、

平
成
二
十
七
年
十
一
月
に
由
利
高
原
鉄

道
（
秋
田
県
）
に
お
い
て
、
乾
電
池
に

よ
る
鉄
道
走
行
の
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
を

達
成（
＊
1
）す
る
こ
と
が
で
き
た
。
単

な
る
知
識
や
技
能
の
指
導
だ
け
で
な
く
、

職
業
人
と
し
て
必
要
な
「
も
の
づ
く

り
」
へ
の
情
熱
、
責
任
感
を
醸
成
さ
せ

な
が
ら
社
会
性
の
成
長
に
も
つ
な
が
る

取
り
組
み
で
あ
る
と
高
く
評
価
さ
れ
た
。

（
＊
1
）平
成
二
十
七
年
十
一
月
三
日
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
主
催
す
る
乾

電
池
を
使
っ
た
電
車
走
行
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
エ
ボ
ル
タ
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
に
参
加
。
単
一
形
乾
電

池
六
百
個
を
動
力
に
二
時
間
四

十
五
分
お
よ
そ
二
十
二
キ
ロ
走

行
に
よ
り
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に

認
定
さ
れ
た
。

優
秀
賞
は
、
株
式
会
社
丸
広
百
貨
店

の
協
力
を
得
て
県
立
川
越
総
合
高
校
が

協
同
で
取
り
組
ん
だ『
メ
ロ
ン
の
生
産
・

販
売
を
通
し
て
行
う
実
践
的
な
職
業
教

育
〜
「
野
菜
（
温
室
野
菜
）」
の
授
業

を
通
し
て
〜
』
が
選
ば
れ
た
。

総
合
学
科
農
業
科
学
系
列
の
学
習
と

し
て
地
域
企
業
で
あ
る
丸
広
百
貨
店
と

八
年
目
を
む
か
え
る
実
践
で
あ
る
。
メ

ロ
ン
の
栽
培
を
題
材
に
農
業
体
験
や
技

術
習
得
の
み
で
な
く
、
育
て
た
メ
ロ
ン

の
販
売
実
習
を
中
心
に
、
イ
ベ
ン
ト
参

加
な
ど
生
徒
主
体
で
地
域
社
会
と
の
関

わ
り
を
数
多
く
取
り
入
れ
た
実
践
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

各
賞
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

最
優
秀
賞
（
一
組
）

○
乾
電
池
に
よ
る
鉄
道
走
行
の
ギ
ネ
ス

世
界
記
録
チ
ャ
レ
ン
ジ

・
東
友
テ
ク
ニ
カ
株
式
会
社

埼埼
玉玉
県県
キキ
ャャ
リリ
アア
教教
育育
実実
践践
アア
ワワ
ーー
ドド
22
00
11
66

表表
彰彰
式式
開開
催催

最優秀賞を受賞した皆さん
■県教育委員会 関根郁夫教育長（前列中央左）
■埼玉県経営者協会 上條正仁会長（前列中央右）
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・
ド
リ
ー
ム
ト
キ

・
県
立
川
越
工
業
高
校

優
秀
賞
（
一
組
）

○
メ
ロ
ン
の
生
産
・
販
売
を
通
し
て
行

う
実
践
的
な
職
業
教
育
〜「
野
菜（
温

室
野
菜
）」
の
授
業
を
通
し
て
〜

・
株
式
会
社
丸
広
百
貨
店

・
県
立
川
越
総
合
高
校

奨
励
賞
（
二
組
）

○
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

・
川
口
工
業
総
合
病
院

・
県
立
常
盤
高
校

※
内
容
�
看
護
科
の
生
徒
が
実
際
に
看
護
体
験
す

る
こ
と
で
職
業
観
の
育
成
、
実
践
的
な

看
護
技
術
の
獲
得
、
患
者
や
家
族
の
対

応
（
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
）、社
会
性
な
ど
を

実
践
的
に
学
ぶ
就
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

○
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携

看
護
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

〜
体
験
を
と
お
し
て
、
看
護
師
を
目
指
す
〜

・
日
本
赤
十
字
社

小
川
赤
十
字
病
院

・
県
立
小
川
高
校

※
内
容
�
地
域
企
業
と
連
携
し
医
療
系
進
学
者
の
ジ
ョ

ブ
シ
ャ
ド
ウ
体
験
実
習
。
キ
ャ
リ
ア
体
験
活

動
と
し
て
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
活
動
。

本
会
は
こ
れ
か
ら
も
人
材
育
成
の
た
め
の
本
県
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
支
援
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
会
員
の
皆

様
方
に
も
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。

最
優
秀
賞
の
東
友
テ
ク
ニ
カ
の
楢
木
野
代
表
取

締
役
社
長
（
前
列
右
か
ら
二
人
目
）、
ド
リ
ー

ム
ト
キ
池
田
社
長
（
前
列
右
か
ら
一
人
目
）
と

県
立
川
越
工
業
高
校
の
皆
さ
ん

優
秀
賞
の
株
式
会
社
丸
広
百
貨
店
の
営
業
第
三

部
食
料
品
担
当
部
長

上
様
（
前
列
右
か
ら
二

人
目
）
と
川
越
総
合
高
校
の
皆
さ
ん

表
彰
式
会
場
の
様
子

挨
拶
を
す
る
上
條
正
仁
本
会
会
長
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も
の
つ
く
り
大
学
と
本
会
が
共
催
し
、

埼
玉
県
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
後
援
の

「
平
成
二
七
年
度
も
の
つ
く
り
大
学
特

別
公
開
講
座
」
が
二
月
一
九
日
㈮
、
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
、
高
校

生
を
含
む
約
二
〇
〇
名
の
方
々
が
参
加

し
た
。
こ
の
講
座
は
、
も
の
つ
く
り
大

学
と
本
会
が
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動

と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回

で
十
二
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

開
講
に
あ
た
り
、
ま
ず
も
の
つ
く
り

大
学
の
長
谷
川
真
一
理
事
長
と
本
会
の

上
條
正
仁
会
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、「
世
界
に
誇
る
日
本
の
文
化
財

建
造
物
」
と
題
し
て
、
株
式
会
社

小

西
美
術
工
藝
社

代
表
取
締
役
社
長

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

◇
講
演
概
要

一
�
日
本
を
救
う
の
は
短
期
移
民

・
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
主
に
人
口
規
模
と
強
い
相

関
関
係
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

今
後
人
口
減
少
が
進
展
す
る
日
本
で

は
大
幅
な
経
済
成
長
は
見
込
め
な
い
。

世
界
で
は
移
民
受
け
入
れ
に
よ
っ
て

人
口
減
少
や
高
齢
化
を
緩
和
し
て
い

る
国
々
も
あ
る
が
、
治
安
の
問
題
な

ど
も
あ
り
、
現
時
点
で
日
本
が
大
幅

に
移
民
を
受
入
れ
る
可
能
性
は
少
な

い
だ
ろ
う
。

・
し
か
し
、「
短
期
移
民
」
を
増
や
す

こ
と
で
人
口
を
増
や
し
、
日
本
経
済

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
。「
短

期
移
民
」
と
は
、
仕
事
を
せ
ず
に
国

内
で
消
費
の
み
行
う
外
国
人
、
す
な

わ
ち
「
観
光
客
」
で
あ
る
。
人
口
減

少
社
会
に
お
い
て
、
こ
の
外
国
人
観

光
客
の
受
け
入
れ
が
、
経
済
成
長
の

た
め
の
有
力
な
方
法
の
一
つ
と
い
え

る
。

二
�
日
本
の
観
光
産
業
の
現
実

・
二
〇
一
四
年
時
点
の
世
界
の
観
光
産

業
は
世
界
全
体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
九
％
を

占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
は
こ

の
比
率
が
二
％
に
と
ど
ま
り
、
お
よ

そ
「
観
光
立
国
」
と
は
言
い
が
た
い
。

・
日
本
に
は
、
観
光
立
国
と
し
て
の
四

条
件（
気
候
・
自
然
・
文
化
・
食
事
）

全
て
が
揃
う
、
稀
有
で
恵
ま
れ
た
環

境
と
潜
在
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
観
光
客
数
ラ
ン
キ
ン
グ
で
二

〇
位
以
下
に
沈
ん
で
い
る
。

三
�
観
光
産
業
の
課
題

・
日
本
に
来
る
外
国
人
観
光
客
は
韓
国
、

中
国
な
ど
近
隣
諸
国
が
圧
倒
的
に
多

く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来
る
観
光
客

が
少
な
い
の
が
特
徴
。
欧
米
人
は
平

均
滞
在
期
間
も
長
く
、
観
光
に
よ
り

多
く
の
お
金
を
使
い
た
が
る
傾
向
が

あ
る
。
観
光
収
入
で
大
き
な
経
済
効

果
を
得
る
に
は
、
よ
り
多
く
の
欧
米

人
に
来
日
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

・
欧
米
の
観
光
客
は
他
の
地
域
の
観
光

客
と
比
べ
、
日
本
の
文
化
体
験
や
歴

史
的
遺
物
に
関
心
が
強
い
。
こ
の
点
、

日
本
に
は
歴
史
的
文
化
財
が
多
く
、

観
光
の
目
玉
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
行
っ
て
み
る
と
建
築
物

が
「
た
だ
そ
こ
に
あ
る
」
だ
け
で
、

が
っ
か
り
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

い
。
背
景
に
は
、
日
本
で
は
文
化
財

を
守
る
こ
と
の
み
に
主
眼
が
置
か
れ
、

見
栄
え
や
観
光
面
が
重
視
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
あ
る
。

・
日
本
の
文
化
財
に
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
も
無
け
れ
ば
、
ベ

ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
よ
う
な
華
麗
さ
も

無
い
が
、
説
明
さ
れ
れ
ば
建
物
の
歴

史
の
重
み
、
奥
ゆ
か
し
さ
が
味
わ
え

る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
日
本
の
神

社
仏
閣
で
は
日
本
語
標
記
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
み
が
渡
さ
れ
、
内
容
も
薄

い
。
こ
れ
で
は
訪
れ
た
外
国
人
に
と

っ
て
は
そ
の
建
物
の
価
値
が
理
解
で

き
ず
、
単
な
る
「
ハ
コ
モ
ノ
」
と
し

て
素
通
り
さ
れ
る
結
果
と
な
る
。
そ

の
建
物
が
な
ぜ
建
て
ら
れ
、
そ
の
中

で
何
が
行
わ
れ
、
ど
う
い
う
ド
ラ
マ

が
あ
っ
た
か
を
丁
寧
に
説
明
し
て
こ

そ
、
初
め
て
大
き
な
満
足
感
を
得
ら

れ
る
。

・
文
化
財
を
活
用
し
て
、外
国
人
に「
も

っ
と
お
金
を
落
と
し
て
も
ら
う
」
と

い
う
発
想
が
必
要
。
有
効
な
の
は
諸

外
国
で
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る

ガ
イ
ド
の
活
用
と
そ
の
有
料
化
。
外

国
人
観
光
客
は
価
値
の
あ
る
も
の
に

は
惜
し
み
な
く
対
価
を
支
払
う
も
の
。

ガ
イ
ド
が
い
れ
ば
、
そ
の
解
説
に
よ

っ
て
外
国
人
は
新
た
な
疑
問
が
湧
き
、

も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
が
高

ま
る
の
だ
。
必
然
的
に
一
ヶ
所
に
多

く
の
時
間
を
割
く
こ
と
で
、
滞
在
日

数
が
増
え
、
観
光
収
入
の
増
加
に
も

繋
が
っ
て
い
く
。
ま
た
こ
う
し
て
得

た
収
入
は
多
額
の
経
費
が
か
か
る
文

化
財
の
維
持
管
理
費
に
も
あ
て
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

・
海
外
に
対
し
て
日
本
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
代
表
的
な
例
と
し
て
、「
気
配
り
」

「
マ
ナ
ー
」「
サ
ー
ビ
ス
」「
治
安
」

「
交
通
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
、
先
に
挙

げ
た
観
光
立
国
と
し
て
の
四
条
件
か

ら
は
か
け
離
れ
て
お
り
、
わ
ざ
わ
ざ

十
数
時
間
か
け
て
飛
行
機
に
乗
っ
て

来
よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
へ
の
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
は
な
り
え
な
い
。

平
成
二
七
年
度
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

『
世
界
に
誇
る
日
本
の
文
化
財
建
造
物
』と
題
し
、

㈱
小
西
美
術
工
藝
社

代
表
取
締
役
社
長

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
が
講
演

平成27年度ものつくり大学特別公開講座

講演するデービッド・アトキンソン氏

主催者挨拶をする
本会上條正仁会長

主催者挨拶をする長谷川真一
ものつくり大学理事長
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第4回埼玉クイズ王決定戦は、「十文字学園女子大学予選」、「コクーンシティ予選」、
「皆野町文化会館予選」を経て、2月14日にさいたまスーパーアリーナで決勝戦が開
催され、「武南3A」（さいたま市）が優勝しました。なお、第2位は「光陵組」（加
須市）、第3位は「チーム“グ～たら”」（上尾市）となりました。

コクーンシティ予選（１月１７日）

十文字学園女子大学予選（１２月２０日）

第４回埼玉クイズ王決定戦

早押しクイズ

早押しクイズ

三択クイズ

決勝進出チーム

◇申込みチーム数 74チーム
（222人）

◇参加チーム数 64チーム
（201人）

◇決勝進出チーム 3チーム
・チームいちかわ（千葉県市川市）
・ベアーズ（川越市）
・武南3A（さいたま市）

【敗者復活チーム】

◇申込みチーム数 187チーム
（561人）

◇参加チーム数 167チーム
（501人）

◇決勝進出チーム 3チーム
・2／3（ツーサード）

（富士見市）
・浦高ガリガリ君愛好会

（鳩山町）
・光陵組（加須市）

【敗者復活チーム】

参加者による全体写真撮影

参加者による全体写真撮影

○×クイズ

三択クイズ
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埼玉クイズ王決定戦にご協賛いただきました会員企業の皆様、誠にありがとうございました。
～ご協賛企業の皆様～

㈱小山本家酒造、ポラス㈱、㈱埼玉りそな銀行、㈱武蔵野銀行、埼玉縣信用金庫、㈱テレビ埼玉、㈱
ハイデイ日高、東日本旅客鉄道㈱大宮支社、アイルコーポレーション、㈱ JTB関東、関東グリコ㈱、
大栄不動産㈱、AGS㈱、日本信号㈱、㈱サイサン

皆野町文化会館予選（１月２４日）

埼玉クイズ王決定戦決勝戦（２月１４日）さいたまスーパーアリーナ

三択クイズ

予選ラウンド第1試合

予選ラウンド第2試合

予選ラウンド第3試合

決勝進出チーム

◇参加チーム 9チーム
（27人）

優 勝 武南3A
（さいたま市）

準優勝 光陵組
（加須市）

3 位 チーム「グ～たら」
（上尾市）

◇申込みチーム数 48チーム
（144人）

◇参加チーム数 41チーム
（123人）

◇決勝進出チーム 3チーム
・チームうそんこ群馬

（東京都練馬区）
・連覇して美味しい源作ワインが
飲みたい（朝霞市）
・チーム「グ～たら」（上尾市）

【敗者復活チーム】

参加チームによる集合写真

参加者による全体写真撮影

協賛企業様の御紹介

早押しクイズ

優勝チームを決める決勝戦

― 9 ―



春
季
地
区
協
議
会

『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
』と『�
シ
ル

ク
の
カ
タ
ク
ラ
�で
培
っ
た
進
取
の
精
神
』の
二
テ
ー
マ
で
開
催

―
中
部
地
区
協
議
会
開
催

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
は
創
立
八

〇
周
年
を
迎
え
、
昨
年
七
月
に
最
新
の
免

震
構
造
を
組
み
込
ん
だ
地
上
一
〇
階
建
て

新
本
社
屋
が
竣
工
、
こ
れ
ま
で
敷
地
内
や

都
内
に
分
散
し
て
い
た
管
理
部
門
、
開
発

部
門
、
販
売
部
門
を
集
約
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
期
に
、
中
部
地
区
協
議
会
で
は
、
二

十
年
ぶ
り
に
「
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
本
社
視

察
会
」
を
開
催
、
三
〇
名
の
方
々
が
参
加

し
ま
し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
当
日
は
、
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

発
田

聡
氏

に
よ
る
挨
拶
の
後
、
Ｕ
Ｄ
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た
。

・
同
セ
ン
タ
ー
は
上
尾
工
場
の
テ
ス
ト
コ

ー
ス
内
に
あ
り
、
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
社

の
八
〇
年
の
歴
史
や
製
品
コ
ン
セ
プ
ト
、

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
理
解
促

進
な
ど
を
目
的
と
し
た
施
設
。

・
施
設
内
に
は
、
歴
代
ト
ラ
ッ
ク
を
パ
ネ

ル
で
紹
介
す
る
エ
リ
ア
、
現
行
モ
デ
ル

の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
展
示
し
た
エ
リ
ア
、

Ｕ
Ｄ
車
両
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
を

紹
介
し
た
エ
リ
ア
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
視
覚
的
に
紹

介
す
る
エ
リ
ア
、
の
4
つ
に
分
か
れ
て

い
る
。

・
ま
た
、
内
部
に
は
、
同
社
の
フ
ラ
ッ
グ

シ
ッ
プ
で
あ
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
「
ク
オ

ン
」
な
ど
の
同
社
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が

複
数
台
設
置
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
は

車
内
に
乗
り
込
み
、
車
内
の
様
子
や
、

乗
り
心
地
を
確
か
め
る
な
ど
し
て
い
た
。

・
そ
の
後
、
バ
ス
に
て
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ア

ム
（
講
堂
）
へ
移
動
し
、
企
画
渉
外
部

担
当
部
長

野
瀬

将
正
氏
か
ら
「
新

社
屋
の
概
要
説
明
」
が
あ
り
、
続
い
て
、

「
ト
ラ
ッ
ク
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
最
近
の
技
術
動
向
」
と
し
て
、

バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

企
画
渉
外
部

小
川

博
氏
に
よ
る
講
演
が
あ
っ
た
。

講
演
後
は
質
疑
応
答
、
名
刺
交
換
会
を

実
施
し
た
。

二
月
五
日
㈮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
階
会

議
室
に
お
い
て
、
平
成
二
七
年
度
春
季
中

部
地
区
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
二
四
名
の

方
々
が
参
加
し
た
。

ま
ず
講
演
一
と
し
て
、
経
団
連
事
業
サ

ー
ビ
ス

人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武

氏
よ
り
『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に

臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
』
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
く
講
演
二
で
は
、
一
八
七
三
年
（
明

治
六
年
）
創
業
、
シ
ル
ク
を
通
じ
て
近
代

産
業
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
、

時
代
と
と
も
に
多
様
化
す
る
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、「
シ
ル
ク
の
カ
タ
ク
ラ
」
と

し
て
積
み
重
ね
た
有
形
無
形
の
経
営
資
源

の
有
効
活
用
に
よ
り
多
角
的
に
事
業
を
展

開
さ
れ
て
い
る
、
片
倉
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

佐
野

公
哉

氏
よ

り
、「�
シ
ル
ク
の
カ
タ
ク
ラ
�
で
培
っ
た

進
取
の
精
神
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

◇
講
演
一
の
概
要

・
昨
年
（
二
〇
一
五
年
）
の
春
季
労
使
交

渉
・
協
議
の
総
括

二
〇
一
五
年
の
春
季
労
使
交
渉
・
協
議

は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
個
人

消
費
の
反
動
減
が
予
想
以
上
に
長
引
き
、

デ
フ
レ
状
態
に
逆
戻
り
し
か
ね
な
い
と
の

危
機
感
が
社
会
的
に
高
ま
る
中
で
行
わ
れ

た
。
経
団
連
で
は
、
自
社
の
支
払
い
能
力

の
範
囲
で
賃
金
を
決
定
す
る
と
の
原
則
を

踏
ま
え
つ
つ
、
業
績
が
拡
大
し
た
企
業
に

対
し
て
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
含
め
た
賃
金

引
上
げ
に
、
前
向
き
な
検
討
を
呼
び
か
け

た
。
こ
の
結
果
、「
業
績
拡
大
」「
業
績
横

ば
い
」
で
あ
っ
た
企
業
で
は
、
そ
の
大
半

が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

・
世
界
経
済
と
日
本
経
済
の
動
向

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
の

世
界
経
済
の
実
質
成
長
率
は
、
新
興
国
経

済
の
減
速
と
そ
れ
に
伴
う
世
界
的
な
経
済

活
動
や
貿
易
の
停
滞
に
よ
り
、
二
・
九
％

に
と
ど
ま
る
見
通
し
。
二
〇
一
六
年
以
降

は
徐
々
に
成
長
率
高
ま
っ
て
い
く
と
予
想

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
米
国
の
利
上
げ
等

に
よ
る
新
興
国
経
済
へ
の
影
響
や
、
中
東

情
勢
の
不
安
定
化
な
ど
の
リ
ス
ク
に
よ
り
、

先
行
き
は
依
然
不
透
明
で
あ
る
。

日
本
経
済
は
、
個
人
消
費
に
弱
さ
が
み

ら
れ
る
が
、
設
備
投
資
は
伸
び
つ
つ
あ
り
、

地
域
経
済
も
総
じ
て
回
復
基
調
に
あ
る
な

ど
、
今
後
も
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
く
見

込
み
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
二
〇
一
六
年

度
は
、
多
く
の
企
業
が
好
業
績
を
維
持
す

る
と
の
予
想
が
あ
る
一
方
、
業
績
見
通
し

を
下
方
修
正
し
た
業
種
が
過
半
数
を
占
め

て
お
り
、
全
体
と
し
て
増
益
率
の
鈍
化
が

懸
念
さ
れ
る
。

・
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス

①
賃
金
決
定
の
原
則

賃
金
決
定
に
は
外
的
要
素
（
物
価
動
向
、

秋
季
地
区
協
議
会

『
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
本
社
視
察
会

〜
今
後
の
戦
略
に
学
ぶ
〜
』
を
開
催

―
中
部
地
区
協
議
会
開
催

UDエクスペリエンスセンター見学

講演する
小川博バイスプレジデント

新社屋の概要を説明する野瀬
将正企画渉外部担当部長

挨拶する
発田聡バイスプレジデント

名刺交換会

春季中部地区協議会
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春
季
地
区
協
議
会

『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
』と『
外

需
時
代
の
日
本
産
業
と
中
小
企
業
』の
二
テ
ー
マ
で
開
催

―
西
部
地
区
協
議
会

労
働
力
の
需
給
関
係
、
世
間
相
場
、
社
会

的
要
請
）
や
内
的
要
素
（
自
社
の
付
加
価

値
、
労
働
生
産
性
、
労
務
構
成
、
労
使
関

係
）
な
ど
様
々
な
要
素
を
総
合
的
に
考
慮

し
、
自
社
の
支
払
い
能
力
に
基
づ
き
、
労

使
に
よ
る
真
摯
な
交
渉
・
協
議
を
経
て
、

企
業
が
決
定
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

し
か
し
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
と
持
続

的
な
経
済
成
長
に
向
け
、
経
済
の
好
循
環

を
実
現
す
る
と
い
う
社
会
的
要
請
も
無
視

で
き
な
い
。
そ
こ
で
収
益
が
拡
大
し
た
企

業
に
お
い
て
は
、
設
備
投
資
や
研
究
開
発

投
資
、
雇
用
の
拡
大
な
ど
と
合
わ
せ
、
二

〇
一
五
年
を
上
回
る
「
年
収
ベ
ー
ス
の
賃

金
引
上
げ
」
に
つ
い
て
、
前
向
き
で
踏
み

込
ん
だ
検
討
が
望
ま
れ
る
。

②
さ
ま
ざ
ま
な
賃
金
引
上
げ
方
法
等
の
検

討賃
金
引
上
げ
の
方
法
は
定
期
昇
給
の
実

施
や
月
例
賃
金
の
一
律
的
な
水
準
引
き
上

げ
（
全
体
的
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
）
に
限
ら
れ

ず
、
様
々
な
選
択
肢
が
あ
る
。

例
え
ば
、
若
年
層
や
子
育
て
世
代
層
へ

の
重
点
配
分
（
重
点
的
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
）

が
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
少
子
化
対
策
、

子
育
て
世
代
支
援
の
ほ
か
、
離
職
率
の
高

い
若
年
社
員
や
女
性
社
員
の
職
場
定
着
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

具
体
的
に
は
、
従
業
員
個
人
の
短
期
的
成

果
を
反
映
し
た
賞
与
、
一
時
金
の
増
額
、

家
族
手
当
や
住
宅
手
当
な
ど
、
各
種
手
当

て
の
見
直
し
な
ど
が
あ
る
。

さ
ら
に「
人
的
投
資
」と
し
て
研
修
・
教

育
訓
練
施
策
の
拡
充
や
、「
職
員
の
処
遇

改
善
」
と
し
て
、
育
児
・
介
護
関
連
な
ど

福
利
厚
生
面
の
充
実
も
今
後
重
要
と
な
る
。

こ
の
他
、
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
非
正

規
従
業
員
の
賃
金
引
上
げ
や
正
規
従
業
員

化
な
ど
の
取
組
も
重
要
な
論
点
と
な
る
。

な
お
そ
の
際
に
は
、
拙
速
を
避
け
る
た
め
、

自
社
の
労
務
構
成
や
雇
用
形
態
の
活
用
状

況
、
今
後
の
人
材
戦
略
を
踏
ま
え
、
労
使

が
認
識
を
十
分
に
共
有
し
た
う
え
で
、
今

次
交
渉
だ
け
で
な
く
、
中
期
的
な
視
点
か

ら
継
続
協
議
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。

◇
講
演
二
の
概
要

・
片
倉
工
業
は
、
富
岡
製
糸
場
の
操
業
開

始
の
翌
年
、明
治
六
年（
一
八
七
三
年
）

に
長
野
県
諏
訪
郡
川
岸
村
（
現
岡
谷

市
）
で
座
繰
製
糸
を
創
業
。
昭
和
十
四

年
（
一
九
三
九
年
）
に
富
岡
製
糸
場
を

所
有
し
た
後
、
戦
時
中
の
混
乱
期
も
途

切
れ
る
こ
と
な
く
操
業
を
続
け
た
。
常

に
「
進
取
の
精
神
」
を
も
ち
、
蚕
種
改

良
と
世
界
初
の
全
自
動
繰
糸
機
の
開
発

な
ど
の
「
技
術
革
新
」
に
よ
り
シ
ル
ク

産
業
に
お
け
る
世
界
と
の
架
け
橋
と
な

っ
た
。

・
富
岡
製
糸
場
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七

二
）
明
治
政
府
が
近
代
化
政
策
の
も
と
、

主
要
輸
出
品
で
あ
る
生
糸
の
品
質
向
上

と
増
産
を
目
指
し
て
設
立
し
た
日
本
で

最
初
の
官
営
模
範
器
械
製
糸
工
場
。

明
治
政
府
が
雇
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
技
師

ポ
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ナ
の
指
導
の
も
と
で
、

建
物
の
建
設
と
器
械
製
糸
技
術
の
導
入

が
計
画
さ
れ
た
。

・
繰
糸
器
な
ど
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
さ

れ
た
が
、
石
や
木
材
な
ど
は
群
馬
県
内

か
ら
調
達
し
、
レ
ン
ガ
は
ブ
リ
ュ
ナ
の

指
導
の
も
と
日
本
の
瓦
職
人
が
製
造
し

た
。
日
本
人
の
大
工
職
人
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
建
物
は
、
木
骨
レ
ン
ガ
造
や

ト
ラ
ス
構
造
と
い
っ
た
西
欧
技
術
と
、

日
本
瓦
の
屋
根
な
ど
の
在
来
技
術
を
結

集
し
た
も
の
。
ま
た
、
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
工
女
は
フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者
か
ら

器
械
製
糸
技
術
を
学
び
、
故
郷
に
戻
っ

た
後
、
各
地
に
設
立
さ
れ
た
製
糸
工
場

で
指
導
者
と
な
り
、
器
械
製
糸
の
伝
播

に
貢
献
し
た
。

・
明
治
政
府
が
作
っ
た
官
営
工
場
の
中
で

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
の
は
富

岡
製
糸
場
だ
け
で
あ
る
。
富
岡
製
糸
場

は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
年
）
に

三
井
家
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
そ
の
後
、

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
年
）
に
は

原
合
名
会
社
に
譲
渡
さ
れ
、

昭
和
十

四
年
（
一
九
三
九
年
）
に
は
、
片
倉
工

業
株
式
会
社
に
合
併
さ
れ
た
。

・
そ
の
後
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七

年
）
に
、
海
外
か
ら
の
安
い
生
糸
の
輸

入
の
影
響
な
ど
を
受
け
、
操
業
か
ら
一

一
五
年
続
い
た
生
糸
生
産
を
停
止
し
た
。

し
か
し
操
業
停
止
後
も
片
倉
工
業
株
式

会
社
は「
売
ら
な
い
」「
貸
さ
な
い
」「
壊

さ
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
二
〇
〇

五
（
平
成
一
七
）
年
富
岡
市
に
寄
贈
す

る
ま
で
の
十
八
年
間
、
そ
の
歴
史
的
・

文
化
的
価
値
を
認
識
し
、
年
間
約
一
億

円
の
経
費
負
担
を
し
つ
つ
建
物
の
保
存

管
理
に
努
め
た
。

・
こ
う
し
た
取
組
の
背
景
に
は
、
明
治
以

降
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
工
場
や
そ

の
歴
史
的
重
み
に
対
す
る
畏
怖
の
念
、

あ
る
い
は
先
代
・
先
輩
方
へ
の
畏
敬
の

念
が
あ
る
。

二
月
八
日
㈪
丸
広
百
貨
店
川
越
店
九
階

さ
く
ら
草
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
七

年
度
春
季
西
部
地
区
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

二
六
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
ま
ず
満
岡
隆
一

西
部
地
区
協
議
会
議
長
（
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
専

務
取
締
役
）
よ
り
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、

続
い
て
講
演
一
と
し
て
、
前
回
に
引
き
続

き
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

人
事
賃
金

セ
ン
タ
ー
長

平
田

武

氏
よ
り
『
春

季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基

本
姿
勢
』
と
題
し
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
講
演
概
要
に
つ
い
て
は
、
中
部

地
区
協
議
会
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

続
い
て
講
演
二
で
は
、
中
小
企
業
論
、

地
域
経
済
論
が
ご
専
門
の
埼
玉
大
学
大
学

院
人
文
社
会
科
学
研
究
科

教
授

加
藤

秀
雄

氏
よ
り
、『
外
需
時
代
の
日
本

産
業
と
中
小
企
業
』
と
題
し
、
講
演
が
行

わ
れ
た
。

加
藤
教
授
か
ら
は
、
日
本
産
業
と
中
小

企
業
の
発
展
を
牽
引
し
て
き
た
二
つ
の
産

業
（
半
導
体
製
造
装
置
産
業
、
工
作
機
械

産
業
）
を
取
り
上
げ
、
外
需
依
存
率
の
推

移
、
業
界
勢
力
図
の
変
化
な
ど
、
国
内
メ

ー
カ
ー
を
巡
る
厳
し
い
競
争
環
境
等
に
つ

い
て
独
自
デ
ー
タ
・
分
析
を
交
え
詳
細
に

ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

片倉工業株式会社代表取
締役社長 佐野公哉氏

平田武経団連事業サービ
ス人事賃金センター長

開会挨拶をする
満岡隆一議長

講演する加藤秀雄氏

春季西部地区協議会
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春
季
地
区
協
議
会

『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
』と『
聞
き

上
手
に
な
る
・
ほ
め
上
手
に
な
る
〜
短
時
間
で
信
頼
関
係
を
築
く

達
人
に
な
る
』の
二
テ
ー
マ
で
開
催

―
北
部
地
区
協
議
会

二
月
十
二
日
㈮
川
口
文
化
セ
ン
タ
ー
リ

リ
ア
・
大
会
議
室
お
い
て
、
春
季
南
部
地

区
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
二
三
名
の
方
々

が
参
加
し
た
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
ま
ず
牛
窪
啓
詞

南
部
地
区
協
議
会
議
長
（
㈱
愛
工
舎
製
作

所
代
表
取
締
役
）
よ
り
開
会
挨
拶
が
行
わ

れ
、
続
い
て
講
演
一
と
し
て
、
経
団
連
事

業
サ
ー
ビ
ス

人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武

氏
よ
り
『
春
季
労
使
交
渉
・

協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
』
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
講
演
概

要
に
つ
い
て
は
、
中
部
地
区
協
議
会
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
）

続
く
講
演
二
で
は
、
人
事
教
育
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
精
力
的
に
講
演
・
執
筆

活
動
に
従
事
さ
れ
て
い
る
、
本
田
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
事
務
所
・
人
材
革
新
研
究
所
代

表
の
本
田

有
明
氏
よ
り
、『
人
材
育
成

の
鉄
則
〜
上
司
力
を
高
め
る
極
意
』
と
題

し
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
二
の
概
要

・
二
五
歳
以
下
の
離
職
理
由
を
分
析
す
る

と
、「
人
間
関
係
が
悪
い
」「
職
場
の
雰

囲
気
が
悪
い
」
な
ど
そ
の
理
由
は
職
場

環
境
に
関
す
る
内
容
で
、
本
質
的
に
は

同
じ
よ
う
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
多
く
は
、

上
司
・
先
輩
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
対
応
を
少
し
改
善
す
る
だ
け
で
、

部
下
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
、

一
人
ひ
と
り
の
仕
事
の
や
り
が
い
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
例
え
ば
上
司
に
対
す
る
不
満
の
代
表
例

と
し
て
、「
指
示
命
令
が
不
明
確
」「
内

容
不
明
の
仕
事
を
急
に
押
し
付
け
て
く

る
」「
言
っ
た
と
お
り
に
で
き
な
い
と

露
骨
に
嫌
な
顔
を
す
る
」
な
ど
が
あ
る
。

こ
う
し
た
不
満
を
解
消
す
る
に
は
、
上

司
の
意
識
を
「
他
責
」
か
ら
「
自
責
」

に
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

・
一
例
と
し
て
、
部
下
が
失
敗
し
た
場
合
、

「
他
責
」
型
の
上
司
は
、「
ち
ゃ
ん
と

指
示
し
た
の
に
な
ぜ
失
敗
し
た
の
か
」

と
部
下
を
叱
責
す
る
の
に
対
し
、「
自

責
」
型
の
上
司
は
「
自
分
が
も
っ
と
分

か
り
や
す
い
指
示
を
出
せ
ば
違
う
結
果

に
な
っ
た
の
で
は
」
と
反
省
し
、
よ
り

よ
い
手
段
を
模
索
す
る
。
上
司
の
「
自

責
」
の
姿
勢
は
、
部
下
と
の
良
好
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境
を
醸
成
し
、

結
果
と
し
て
人
材
育
成
の
幅
も
広
が
っ

て
い
く
。

・
人
が
育
つ
会
社
は
、
経
営
者
が
育
成
の

哲
学
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
だ
が
、

こ
れ
は
特
に
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

重
要
な
の
は
、
経
営
者
の
理
念
が
管
理

職
に
き
ち
ん
と
伝
わ
り
、
現
場
レ
ベ
ル

で
実
践
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

・
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
二
・
六
・
二
」
の

原
則
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
会
社
で
は

「
優
秀
な
二
割
」
ば
か
り
に
目
を
む
け
、

残
り
の
八
割
を
軽
視
し
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
特
に
「
普
通
の
六
割
」
を
ど
の

よ
う
に
「
優
秀
」
グ
ル
ー
プ
に
引
き
上

げ
て
い
く
か
が
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

い
え
る
。

二
月
十
五
日
㈪
マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
熊
谷

新
館
五
階
「
飛
翔
の
間
」
に
お
い
て
、
平

成
二
七
年
度
春
季
北
部
地
区
協
議
会
が
開

催
さ
れ
、
十
五
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
ま
ず
、
橋
元
健

北
部
地
区
協
議
会
議
長
（
キ
ヤ
ノ
ン
電
子

㈱
取
締
役
副
社
長
）
よ
り
開
会
挨
拶
が
行

わ
れ
、
続
い
て
講
演
一
と
し
て
、
前
回
に

引
き
続
き
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

人

事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武

氏
よ

り
『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営

側
の
基
本
姿
勢
』
と
題
し
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
講
演
概
要
に
つ
い
て

は
、
中
部
地
区
協
議
会
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。）続い

て
講
演
二
で
は
、
コ
ー
チ
ン
グ
の

日
本
を
代
表
す
る
会
社
で
あ
る
、
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
チ
株
式
会
社

パ
ー
ト
ナ
ー
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
で
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
で
も

あ
る
、
清
原

豪
士

氏
よ
り
、「
聞
き

上
手
に
な
る
・
ほ
め
上
手
に
な
る
〜
短
時

間
で
信
頼
関
係
を
築
く
達
人
に
な
る
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
他
社
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
の
ス

キ
ル
と
し
て
、「
聞
く
力
」
と
「
ほ
め

る
力
」
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
重

要
。「
聞
く
力
」
を
つ
け
る
た
め
に
心

が
け
る
こ
と
と
し
て
は
、
手
を
休
め
相

手
に
体
を
向
け
る
、
中
断
し
な
い
で
話

し
終
え
る
ま
で
聞
く
な
ど
が
あ
る
。
そ

の
他
有
効
な
ス
キ
ル
と
し
て
、
同
じ
言

葉
の
繰
り
返
し
、
要
約
す
る
な
ど
が
上

げ
ら
れ
る
。

・「
ほ
め
る
力
」
を
つ
け
る
た
め
に
大
事

な
こ
と
は
、
ま
ず
は
相
手
を
よ
く
観
察

す
る
こ
と
。
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
相
手
が

大
切
に
し
て
い
た
こ
と
は
何
か
、
結
果

に
至
る
ま
で
に
本
人
が
ど
の
よ
う
な
努

力
を
し
た
の
か
、
本
人
自
身
が
ま
だ
気

付
い
て
い
な
い
強
み
は
何
か
、
な
ど
を

注
意
深
く
観
察
し
、
気
付
い
て
あ
げ
る

こ
と
が
、
ほ
め
上
手
に
な
る
た
め
の
第

一
歩
と
い
え
る
。

春
季
地
区
協
議
会

『
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
』と『
人
材

育
成
の
鉄
則
〜
上
司
力
を
高
め
る
極
意
』の
二
テ
ー
マ
で
開
催

―
南
部
地
区
協
議
会

開会挨拶をする
牛窪啓詞議長

講演する本田有明氏

春季南部地区協議会

開会挨拶をする
橋元健議長

講演する清原豪士氏
春季北部地区協議会
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平
成
二
七
年
度
第
十
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
二
〇
一
六
年
の
世
界
経
済
、日
本
経
済
を
展
望

す
る
』
と
題
し
て
、
大
和
総
研

執
行
役
員

調
査
本
部
副
本
部
長

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

熊
谷

亮
丸
氏
が
講
演

今
で
は
芸
術
は
、
美
術
館
や
劇
場
で

鑑
賞
し
た
り
、
趣
味
や
娯
楽
で
楽
し
ん

だ
り
す
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
芸
術
の
授

業
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
の
ほ
う
が
、

国
語
や
算
数
、
理
科
の
成
績
が
高
い
と

い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
年
寄
り
が
芸
術
活
動
に
参
加
し
て
、

リ
ハ
ビ
リ
で
は
上
が
ら
な
か
っ
た
腕
が

上
が
っ
た
、
気
が
つ
い
た
ら
車
い
す
か

ら
立
ち
上
が
っ
て
い
た
な
ど
、
周
囲
が

驚
く
よ
う
な
こ
と
も
し
ば
し
ば
起
こ
り

ま
す
。

過
疎
と
高
齢
化
に
悩
ん
で
い
た
徳
島

県
の
山
村
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ

ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
創
造
的
過
疎
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
い
て
人
口
の
社
会
増
が
起
こ
り
ま

し
た
。
教
育
や
福
祉
、
地
域
再
生
な
ど
、

現
代
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
課

題
に
対
し
、
芸
術
な
ら
で
は
の
革
新
的

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
さ
れ
る
、

そ
ん
な
時
代
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
従
来
の
文
化
政
策
を
い
か
に

強
化
し
、
他
の
政
策
領
域
と
の
連
携
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
べ
き
か
―
。
二
〇

二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
そ
の

絶
好
の
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
第
十
三
回
ト

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
十
二
月
九
日
㈬
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
日
本
を
代
表
す
る
文
化
政
策
の

第
一
人
者
で
あ
る
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究

所

研
究
理
事
の
吉
本

光
宏

氏
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
二
〇
二
〇

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〜
文
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
日
本
と
企
業
が
も
っ
と
輝
く
た

め
に
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
十
八
名

の
方
々
が
参
加
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
開
催
国
に
と
っ
て
、

自
国
文
化
の
理
解
促
進
、
地
元
文
化

の
発
展
な
ど
、
文
化
振
興
に
と
っ
て

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
い
え
る
。
二
〇

一
二
年
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
か
つ
て
な
い
規
模
で
全
国
的
な
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
イ
ベ

ン
ト
総
数
は
十
八
万
件
に
も
上
っ
た
。

こ
う
し
た
取
組
に
よ
っ
て
ロ
ン
ド
ン

大
会
は
英
国
文
化
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

と
な
り
、
英
国
内
の
事
後
調
査
で
は

「
英
国
人
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
感

じ
た
」「
自
国
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
っ
た
」
な
ど
、
前
向
き
な

評
価
が
大
半
と
な
っ
た
。

・
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
す
で

に
「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
実
施
が

決
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

企
業
に
と
っ
て
も
、
地
道
に
続
け
て

き
た
地
域
に
根
ざ
し
た
メ
セ
ナ
活
動

な
ど
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
地
域
の

活
力
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
チ
ャ
ン

ス
と
い
え
る
。

第
十
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
十

二
月
十
日
㈭
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
日
本
を
代
表

す
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
お
一
人
で
あ
る
、

大
和
総
研

執
行
役
員

調
査
本
部
副

本
部
長

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

熊

谷

亮
丸

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、「
二
〇
一
六
年
の
世
界
経
済
、
日

本
経
済
を
展
望
す
る
」
と
題
し
て
開
催

し
、
五
三
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

◇
講
演
概
要

一
、
日
本
経
済
の
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ

日
本
経
済
は
「
景
気
後
退
」
局
面
の

可
能
性
も
あ
っ
た
が
、
経
済
成
長
と
相

関
性
の
あ
る
「
実
質
輸
出
指
数
」
の
好

転
、
在
庫
調
整
の
進
展
、
さ
ら
に
は
大

幅
な
原
油
安
な
ど
、
企
業
業
績
を
後
押

し
す
る
判
断
材
料
も
あ
り
、
二
〇
一
六

年
に
か
け
て
景
気
は
回
復
す
る
と
み
て

い
る
。

二
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
と
課
題

長
き
に
わ
た
る
日
本
経
済
停
滞
の
大

き
な
理
由
は
、
企
業
収
益
力
の
低
下
に

あ
っ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
円
安
効
果

に
よ
り
、
企
業
全
体
で
約
四
・
三
兆
円

（
二
〇
一
四
年
度
）
の
経
常
利
益
増
を

も
た
ら
し
た
一
方
で
、
実
質
賃
金
は
低

下
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
分
配
政
策
に

移
行
し
て
い
く
と
見
ら
れ
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
「
新
三
本
の
矢
」

で
第
二
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
が
、
第
一

平
成
二
七
年
度
第
十
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〜
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
日
本
と
企
業
が
も
っ
と
輝
く
た
め

に
』
と
題
し
て
、
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

研

究
理
事
の
吉
本

光
宏
氏
が
講
演

講
演
す
る
吉
本
光
宏
氏

第
13
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

講
演
す
る
熊
谷
亮
丸
氏
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平
成
二
七
年
度
第
十
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
日
本
の
農
業
は
世
界
に
勝
て
る
〜
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

も
対
応
で
き
る
強
い
農
業
が
誕
生
す
る
』
と
題

し
て
、
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ル
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所

研
究
主
幹

山
下

一
仁
氏
が
講
演

の
矢
「
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経
済
」

は
経
済
政
策
と
し
て
は
や
や
小
粒
と
な

っ
た
感
が
あ
る
。
引
続
き
、
規
制
緩
和

を
核
と
し
た
経
済
構
造
改
革
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
積
極
的
な
対
応
等
に
よ
る
、
強
力

な
成
長
戦
略
の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
の
矢
「
夢
を
つ
む
ぐ
子

育
て
支
援
」
や
、
第
三
の
矢
「
安
心
に

つ
な
が
る
社
会
保
障
」
に
つ
い
て
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
低
所
得

者
へ
の
重
点
施
策
な
ど
メ
リ
ハ
リ
を
利

か
せ
た
予
算
配
分
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

三
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
下
振
れ
リ
ス

ク米
Ｆ
Ｅ
Ｄ
の
利
上
げ
で
金
融
市
場
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
イ
エ
レ
ン

議
長
は
市
場
と
の
対
話
に
よ
り
、
慎
重

に
出
口
戦
略
を
探
っ
て
い
る
。
新
興
国

の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
は
以
前
よ
り

強
化
さ
れ
危
機
へ
の
耐
性
も
増
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
影
響
は
限
定
的
と
見
ら

れ
る
が
、
今
後
も
米
Ｆ
Ｅ
Ｄ
の
利
上
げ

の
動
向
や
利
上
げ
の
影
響
を
慎
重
に
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
。

四
、
中
国
「
バ
ブ
ル
」
崩
壊
の
リ
ス
ク

を
ど
う
考
え
る
か

中
国
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
4

兆
元
の
財
政
出
動
で
世
界
経
済
を
救
っ

た
が
、
そ
の
後
過
剰
融
資
、
設
備
過
剰

が
増
大
し
、
現
在
、
そ
の
合
計
は
一
四

〇
〇
兆
円
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
経
済

変
調
が
起
き
て
も
、
短
期
的
に
は
、
機

動
的
な
財
政
出
動
で
一
応
対
応
可
能
と

見
ら
れ
る
が
、
中
・
長
期
的
に
は
潜
在

成
長
率
一
・
六
％
ま
で
低
下
す
る
最
悪

の
シ
ナ
リ
オ
も
捨
て
き
れ
な
い
。
そ
の

場
合
、
対
外
輸
出
額
十
八
％
、
訪
日
外

国
人
消
費
額
四
〇
％
を
占
め
る
中
国
が

日
本
企
業
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、

現
在
最
大
の
リ
ス
ク
と
い
え
る
。
今
後

も
中
国
経
済
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

世
界
の
食
市
場
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心

に
、
今
後
十
年
間
で
三
四
〇
兆
円
か
ら

六
八
〇
兆
円
に
倍
増
す
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
成
長
市
場
を
取
り
込

み
、「
世
界
に
勝
て
る
日
本
の
農
業
」

を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
本
農

業
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
全
開
さ
せ

る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
そ
し
て

こ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
七
〇
年

間
続
い
て
き
た
戦
後
農
政
を
大
転
換
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
減
反
廃
止
に
よ
る
米

価
の
引
き
下
げ
、
主
業
農
家
へ
の
農
地

集
積
、
Ｊ
Ａ
農
協
か
ら
農
業
部
門
を
切

り
離
し
主
業
農
家
に
よ
る
自
主
的
な
農

協
づ
く
り
の
推
進
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
並
み
の
厳
格
な
農
地
ゾ
ー
ニ
ン
グ
制

度
を
確
立
し
、
農
地
法
を
廃
止
す
る
―

こ
れ
ら
の
農
政
改
革
を
実
現
す
れ
ば
、

間
違
い
な
く
、
日
本
の
農
業
は
企
業
的

な
農
家
を
中
心
に
高
い
潜
在
力
を
発
揮

し
、
世
界
と
の
競
争
に
打
ち
勝
ち
、
発

展
し
て
い
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
第
十
五
回
ト

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
十
二
月
十
四
日
㈪

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
世
界
の
大
学
、
シ
ン
ク
タ
ン

ク
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
、
農
政
改

革
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
、

キ
ヤ
ノ
ン
グ
ル
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所

研
究
主
幹

山
下

一
仁

氏
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
、「
日
本
の
農
業
は

世
界
に
勝
て
る
〜
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
も
対
応
で

き
る
強
い
農
業
が
誕
生
す
る
」
と
題
し

て
開
催
、
四
三
名
の
方
々
に
参
加
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
日
本
は
高
い
関
税
で
国
内
農
家
を
守

っ
て
い
る
が
、
そ
の
分
商
品
価
格
が

高
く
な
る
の
で
、
こ
の
負
担
は
「
消

費
者
負
担
」
で
あ
る
。
一
方
、
欧
米

諸
国
で
は
、
財
政
措
置
に
よ
り
農
家

へ
直
接
支
援
す
る
「
納
税
者
負
担
」

が
主
流
で
あ
る
。
消
費
者
負
担
は
、

関
税
負
担
額
が
分
か
り
に
く
い
う
え
、

低
所
得
者
に
も
高
所
得
者
と
同
額
の

負
担
を
求
め
る
こ
と
か
ら
、
逆
進
性

の
強
さ
が
大
き
な
問
題
点
と
い
え
る
。

例
え
ば
、
小
麦
の
場
合
、
全
体
消
費

量
の
う
ち
一
割
が
国
産
だ
が
、
内
外

価
格
差
を
解
消
す
る
た
め
、
残
り
の

外
国
産
小
麦
に
二
五
二
％
の
関
税
を

か
け
て
い
る
。

・
減
反
は
生
産
量
を
抑
制
さ
せ
コ
メ
の

価
格
を
高
止
ま
り
さ
せ
、
コ
メ
農
家

の
所
得
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

第
14
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

講
演
す
る
山
下
一
仁
氏

第
15
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
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平
成
二
七
年
度
第
十
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
真
実
を
語
ら
せ
る
、検
事
の
取
調
べ
技
術
〜

家
庭
で
の
実
践
は
お
勧
め
で
き
な
い
自
白
を

引
き
出
す
手
法
の
数
々
』と
題
し
て
、の
ぞ
み

総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士
、桐
蔭
法
科
大

学
院

教
授

熊
田

彰
英
氏
が
講
演

平
成
二
七
年
度
第
十
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
日
韓
は
歴
史
認
識
問
題
を
超
え
ら
れ
る
か
』

と
題
し
て
、
神
戸
大
学
大
学
院
国
際
協
力
研
究

科

教
授

木
村

幹
氏
が
講
演

こ
の
減
反
で
は
、
農
家
に
対
す
る

財
政
措
置
が
4
千
億
円
、
高
い
米
価

維
持
に
よ
る
6
千
億
円
の
消
費
者
負

担
、
合
計
一
兆
円
の
国
民
負
担
が
発

生
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
平
日
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
土
日
は
農
家
と
い

う
よ
う
な
、
小
規
模
・
非
効
率
な
兼

業
農
家
が
多
数
温
存
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
こ
う
し
た
米
価
の
高
止
ま
り
に

よ
っ
て
農
協
は
安
定
し
た
販
売
手
数

料
が
得
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お

り
、
農
協
の
肥
大
化
が
日
本
農
業
衰

退
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

・
減
反
廃
止
に
よ
っ
て
兼
業
農
家
の
農

地
が
主
業
農
家
に
集
約
さ
れ
れ
ば
、

効
率
的
増
産
に
よ
る
価
格
低
下
と
生

産
集
中
に
よ
る
コ
ス
ト
低
下
が
同
時

に
実
現
し
、
高
品
質
・
低
価
格
に
よ

り
世
界
と
勝
負
で
き
る
米
作
り
が
可

能
と
な
る
。

検
事
は
、
被
疑
者
又
は
参
考
人
と
し

て
、
男
女
を
問
わ
ず
、
小
学
生
か
ら
老

齢
者
、
ま
た
外
国
人
、
暴
力
団
幹
部
か

ら
大
企
業
の
ト
ッ
プ
、
官
僚
、
政
治
家
、

さ
ら
に
は
警
察
官
、
時
に
は
検
事
を
も

取
り
調
べ
ま
す
。
他
方
、
経
営
者
に
お

い
て
も
、
部
下
の
真
意
を
知
り
た
い
、

顧
客
の
本
音
を
探
り
た
い
、
そ
ん
な
思

い
を
お
持
ち
の
方
々
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
経
営
者
の
方
々
の
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
す
る
た
め
、
第
十
六
回
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
一
月
十
八
日
㈪
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
大
ヒ
ッ
ト
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
Ｈ

Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
リ
ー
ガ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
、
一
昨
年
三
月
ま
で
検
事
を
務
め

ら
れ
て
い
た
、
の
ぞ
み
総
合
法
律
事
務

所

弁
護
士
で
、
桐
蔭
法
科
大
学
院

教
授
の
熊
田

彰
英
氏
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、「
真
実
を
語
ら
せ
る
、
検

事
の
取
調
べ
技
術
〜
家
庭
で
の
実
践
は

お
勧
め
で
き
な
い
自
白
を
引
き
出
す
手

法
の
数
々
」
と
題
し
、
開
催
さ
れ
、
四

〇
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

熊
田
氏
か
ら
は
、
誰
し
も
自
己
又
は

他
人
に
と
っ
て
不
利
な
こ
と
は
言
い
た

く
な
い
中
、
検
事
と
し
て
、
相
手
と
ど

の
よ
う
に
対
峙
し
真
実
を
語
ら
せ
る
の

か
、
ま
た
、
い
か
に
し
て
自
白
を
獲
得

す
る
の
か
、
そ
の
手
法
・
実
例
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
も
に
民
主
主
義
国
で
あ
り
、
経
済

的
結
び
つ
き
も
強
い
日
韓
両
国
は
、
な

ぜ
歴
史
認
識
問
題
で
対
立
を
続
け
て
い

る
の
か
。
八
〇
年
代
以
降
の
歴
史
教
科

書
問
題
、
九
〇
年
代
以
降
の
従
軍
慰
安

婦
問
題
が
起
こ
り
続
け
る
背
景
に
は
何

が
あ
る
の
か
。
嫌
韓
、
反
日
に
関
す
る

マ
ス
コ
ミ
等
の
論
調
が
激
し
く
交
わ
さ

れ
て
い
る
状
況
下
、
日
韓
の
歴
史
認
識

問
題
と
は
何
か
、
そ
し
て
日
韓
は
歴
史

認
識
問
題
を
超
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て

改
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
第
十
七

講
演
す
る
熊
田
彰
英
氏

第
16
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

講
演
す
る
木
村
幹
氏

第
17
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
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平
成
二
七
年
度
第
十
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
社
長
の
笑
顔
で
社
員
を
そ
し
て
会
社
を
い
っ

そ
う
輝
か
せ
ま
す
！
』と
題
し
て
、ス
マ
イ
ル
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

た
き

れ
い
こ
氏
が
講
演

回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
一
月
二
五
日

㈪
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
著
書
「
日
韓
歴
史
認
識
問

題
と
は
何
か
」
で
第
十
六
回
読
売
・
吉

野
作
造
賞
を
受
賞
さ
れ
、
韓
国
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
る
、
神
戸
大
学
大
学
院

国
際
協
力
研
究
科

教
授

木
村

幹

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
日
韓

は
歴
史
認
識
問
題
を
超
え
ら
れ
る
か
』

と
題
し
開
催
さ
れ
、
三
〇
名
の
方
々
が

参
加
し
た
。

木
村
教
授
か
ら
は
、
日
韓
の
政
治
過

程
、
日
韓
両
国
の
論
争
当
事
者
の
特
性

を
辿
り
、
両
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が

高
ま
る
中
で
、
両
国
の
エ
リ
ー
ト
統
治

が
機
能
不
全
に
陥
り
、「
期
待
」
と
「
失

望
」
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
構
造
を
解

明
す
る
と
と
も
に
、
日
韓
歴
史
認
識
問

題
の
将
来
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い

た
。

◇
講
演
概
要

・
日
韓
の
歴
史
認
識
の
違
い
は
昔
か
ら

あ
る
が
、
冷
戦
期
に
は
同
じ
西
側
陣

営
と
し
て
政
治
的
・
経
済
的
な
結
び

つ
き
が
強
く
、
日
韓
関
係
が
重
要
で

あ
る
と
の
暗
黙
の
了
解
の
も
と
、
互

い
の
政
治
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
統
制
が

こ
の
問
題
の
顕
在
化
を
防
い
で
き
た
。

し
か
し
、
冷
戦
の
終
焉
に
よ
る
極
東

の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
（
中
国

の
台
頭
な
ど
）
と
韓
国
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
よ
り
、
韓
国
に
と
っ
て

日
本
の
重
要
性
が
相
対
的
に
低
下
し

て
き
て
い
る
。

・
従
軍
慰
安
婦
問
題
は
八
〇
年
代
に
元

慰
安
婦
に
よ
る
証
言
な
ど
が
韓
国
内

で
少
し
ず
つ
注
目
さ
れ
、
市
民
団
体

を
中
心
に
運
動
が
盛
り
上
が
る
こ
と

に
な
る
。
軍
事
政
権
時
代
に
は
こ
う

し
た
運
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が

ら
安
定
し
た
対
日
関
係
を
維
持
で
き

た
が
、
民
主
化
を
契
機
に
、
時
々
の

政
権
は
世
論
を
意
識
し
た
強
硬
な
対

日
姿
勢
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
外
交
姿
勢
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
日
韓
双
方
の
重
要

度
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
と
無
関
係

で
は
な
い
。

・
昨
年
十
二
月
の
日
韓
合
意
妥
結
に
至

っ
た
理
由
は
、
日
韓
関
係
そ
の
も
の

の
重
要
性
と
い
う
よ
り
は
、
両
国
の

過
剰
な
対
立
に
対
し
、
国
際
社
会
の

懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き

か
っ
た
。
特
に
ア
メ
リ
カ
は
中
国
傾

斜
を
強
め
る
韓
国
政
府
に
対
し
て
厳

し
い
目
を
向
け
て
お
り
、
こ
れ
が
韓

国
の
大
幅
譲
歩
に
つ
な
が
っ
た
。
し

か
し
、
韓
国
内
で
は
元
慰
安
婦
や
支

援
団
体
と
の
協
議
が
不
十
分
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
韓
国
政
府
は
国
内
で

厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
で
は
、
韓
国
政
府
に

よ
る
日
本
大
使
館
前
の
少
女
像
移
転

な
ど
は
大
き
な
困
難
が
予
想
さ
れ
、

合
意
の
早
期
履
行
は
不
透
明
な
状
況

と
い
え
る
。

一
九
三
六
年
に
出
版
さ
れ
世
界
的
な

大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
現
在
で
も

購
入
さ
れ
る
方
が
多
い
、
名
著
『
人
を

動
か
す
』
の
著
者
、
デ
ー
ル
・
カ
ー
ネ

ギ
ー
は
同
書
の
中
で
、
笑
顔
に
つ
い
て

こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

「
元
手
が
い
ら
な
い
。
し
か
も
利
益

が
莫
大
。
与
え
て
も
減
ら
ず
、
与
え
ら

れ
た
も
の
は
豊
か
に
な
る
。
一
瞬
間
、

見
せ
れ
ば
そ
の
記
憶
は
永
久
に
続
く
こ

と
が
あ
る
。
ど
ん
な
金
持
ち
で
も
、
こ

れ
な
し
で
は
暮
ら
せ
な
い
。
ど
ん
な
貧

乏
人
で
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
豊
か
に
な

る
。
家
庭
に
幸
福
を
、
商
売
に
善
意
を

も
た
ら
す
友
情
の
合
言
葉
。
疲
れ
た
も

の
に
と
っ
て
休
養
、
失
意
の
人
に
と
っ

て
は
光
明
。
悲
し
む
も
の
に
と
っ
て
は

太
陽
、
悩
め
る
も
の
に
と
っ
て
は
自
然

の
解
毒
剤
と
な
る
。
買
う
こ
と
も
強
要

す
る
こ
と
も
、
盗
む
こ
と
も
で
き
な
い
。

無
償
で
与
え
て
は
じ
め
て
値
打
ち
が
出

る
」十

八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
の

�
笑
顔
�
の
効
用
・
重
要
性
を
踏
ま
え
、

二
月
二
四
日
㈬
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
テ
レ
ビ
の
Ｍ

Ｃ
活
動
を
行
う
傍
ら
、
ス
マ
イ
ル
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
、
ス
マ
イ
ル
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
交
え
た
研
修
、
講
演
等
で

活
躍
し
て
い
る
、
た
き

れ
い
こ

氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
経
営
者
向

け
ス
マ
イ
ル
セ
ミ
ナ
ー
『
社
長
の
笑
顔

で
社
員
を
そ
し
て
会
社
を
い
っ
そ
う
輝

か
せ
ま
す
！
』
と
題
し
て
開
催
、
五
一

人
の
方
々
が
参
加
し
た
。

講
師
の
リ
ー
ド
で
全
員
参
加
の
形
式

で
進
行
し
、
と
て
も
楽
し
く
、
そ
し
て

講
演
す
る
た
き
れ
い
こ
氏

自
己
紹
介
や
互
い
の
肩
を
も
む
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
っ
た
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平
成
二
七
年
度
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
特
別
支
援
教
育
の
現
場
視
察
と
意
見
交
換
会

開
催
〜
県
立
春
日
部
特
別
支
援
学
校
』
を
開
催

第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

「�
話
・
輪
・
和
�み
ん
な
で
共
助
の『
Ｗ
Ａ
づ
く
り
』

を
し
よ
う
！
〜
つ
な
が
ろ
う
！
地
域
の
Ｌ
ｅ
ａ
ｄ

ｅ
ｒ
＆
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
〜
」を
埼
玉
県
と
共
催

素
晴
ら
し
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

講
演
で
は
、
笑
顔
の
効
用
に
つ
い
て

触
れ
る
一
方
で
、
笑
顔
を
磨
く
よ
り
、

む
し
ろ
多
く
の
人
に
見
ら
れ
て
い
る

「
真
顔
」
の
雰
囲
気
づ
く
り
こ
そ
が
重

要
だ
と
し
た
。
そ
こ
で
、
参
加
者
同
士

が
ペ
ア
と
な
っ
て
、
よ
り
魅
力
的
な
表

情
を
目
指
す
「
笑
み
ト
レ
」
を
行
っ
た
。

表
情
筋
を
ほ
ぐ
す
運
動
や
、
顔
の
パ
ー

ツ
を
大
き
く
前
後
左
右
に
動
か
す
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
運
動
前
後
の
表
情

の
変
化
を
参
加
者
同
士
が
確
認
し
合
う

な
ど
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

そ
の
他
、
相
手
に
伝
え
た
い
こ
と
を

効
果
的
、
円
滑
に
伝
え
る
方
法
や
、
感

情
的
に
な
ら
ず
自
分
の
気
持
ち
を
上
手

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
な

ど
、
ご
自
身
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
つ

つ
、
楽
し
く
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
は
、
特
別
支

援
教
育
の
現
場
視
察
と
意
見
交
換
を
目

的
に
、
十
二
月
八
日
㈫
、
県
立
春
日
部

特
別
支
援
学
校
を
訪
問
し
、
教
育
現
場

の
視
察
並
び
に
教
員
・
生
徒
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

春
日
部
特
別
支
援
学
校
は
知
的
障
害

が
あ
る
児
童
生
徒
2
8
7
名
（
小
学
部

77
名
・
中
学
部
72
名
・
高
等
部
1
3
8

名
）
が
通
い
、「
丈
夫
な
身
体

豊
か

な
心

み
ん
な
の
中
で
目
指
そ
う
自

立
」
を
学
校
教
育
目
標
に
掲
げ
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
て
進
路
実
現
に
取
り
組

ん
で
き
た
伝
統
あ
る
特
別
支
援
学
校
で

す
。当

日
は
、
十
三
名
の
会
員
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
ま
ず
学
校
概
要
の
説
明

や
参
加
者
紹
介
を
行
い
、
そ
の
後
二
班

に
分
か
れ
て
作
業
学
習
の
様
子
や
学
校

施
設
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
学
習
の
見
学
で
は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
班
、
農
園
芸
班
、
縫
製
班
、
リ
サ

イ
ク
ル
班
、
リ
サ
イ
ク
ル
缶
班
、
縫
製

班
、
木
工
班
、
環
境
整
備
班
、
窯
業
班

が
班
別
に
分
か
れ
て
作
業
す
る
様
子
を

そ
れ
ぞ
れ
見
学
。

校
内
見
学
後
は
、
進
路
状
況
説
明
や

生
徒
の
発
表
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

児
童
生
徒
が
高
い
集
中
力
を
持
っ
て
、

作
業
に
打
ち
込
ん
で
い
る
様
子
や
、
そ

れ
を
全
力
で
支
え
る
学
校
側
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
な
ど
を
視
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
参
加
者
一
同
、
特
別
支
援
教
育
に

関
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

害
者
雇
用
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
は
、
二
月
二

三
日
㈫
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
埼
玉
県
と
の

共
催
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
対
象
に
、�
話
・

輪
・
和
�
み
ん
な
で
共
助
の
『
Ｗ
Ａ
づ

く
り
』
を
し
よ
う
！
〜
つ
な
が
ろ
う
！

地
域
の
Ｌ
ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｒ
＆
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
、
二
八
名
の
Ｎ

第
18
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

学
校
紹
介
を
す
る
郡
山
茂
久
校
長

挨
拶
を
す
る
上
條
正
仁
会
長

作
業
学
習
の
見
学

意
見
交
換
会
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平
成
二
七
年
度
第
三
回
人
事
労
務
委
員
会

『
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
〜
適
正
な
対
応
と

実
務
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

Ｐ
Ｏ
関
係
者
が
参
加
し
た
。

本
委
員
会
で
は
、
ま
ず
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
〜
企
業
戦
略

視
点
か
ら
の
ご
提
案
〜
」
と
題
し
、
本

会

根
岸
茂
文

専
務
理
事
に
よ
る
基

調
講
演
が
あ
っ
た
。
根
岸
専
務
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
必
要
性
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
今
後

の
広
が
り
に
つ
い
て
述
べ
た
う
え
で
、

企
業
戦
略
視
点
に
基
づ
い
た
事
業
運
営

の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
具
体
的
に
は
、

イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
思
考
の
養
い
方
や

物
事
を
じ
っ
く
り
考
え
抜
く
こ
と
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
が
各
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、「
事
業
基
盤
の
確
立
に
向
け

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
何
を
な
す
べ
き
か
」
を
テ

ー
マ
に
「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」
形
式
に

よ
る
研
修
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
意
見

発
表
が
行
わ
れ
、
最
後
に
根
岸
専
務
理

事
に
よ
る
講
評
が
行
わ
れ
た
。

講
評
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
の
連
携

に
は
事
業
の
新
規
性
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
し
、
今
後
注
目
さ
れ
る
事

業
分
野
な
ど
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
そ
の

他
、
企
業
に
向
け
て
よ
り
効
果
的
に
訴

求
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
け
ば
良
い

か
な
ど
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

っ
た
。

第
三
回
人
事
労
務
委
員
会
は
、
十
二

月
二
一
日
㈪
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
人
事
労
務
に

関
す
る
日
本
を
代
表
す
る
法
律
事
務
所

で
あ
る
「
高
井
・
岡
芹
法
律
事
務
所
」

所
長
弁
護
士
の
岡
芹
健
夫
氏
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、「
労
働
条
件
の
不
利

益
変
更
〜
適
正
な
対
応
と
実
務
」
と
題

し
開
催
、
三
三
名
が
参
加
し
た
。

岡
芹
弁
護
士
か
ら
は
、
採
用
か
ら
労

働
時
間
・
休
日
、
配
置
転
換
、
賃
金
・

賞
与
、
退
職
・
解
雇
な
ど
、
労
働
条
件

の
変
更
に
際
し
、
不
利
益
取
扱
い
の
判

断
基
準
を
法
令
、
判
例
に
基
づ
き
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
当
日

の
講
義
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

◇
講
義
概
要

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
研
修
風
景

第
4
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

講
評
す
る
根
岸
茂
文
専
務
理
事

各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
発
表

講
演
す
る
岡
芹
健
夫
氏

第
3
回
人
事
労
務
委
員
会
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平
成
二
七
年
度
第
四
回
人
事
労
務
委
員
会

『
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
に
向
け
て
、
先
進
企

業
の
取
り
組
み
事
例
に
学
ぶ
』
を
テ
ー
マ
に
開

催
―
終
了
後
表
彰
式
・
交
流
会
も
開
催

一

労
働
条
件
変
更
の
実
際
と
検
討
ポ

イ
ン
ト

①
労
働
条
件
不
利
益
変
更
の
種
類

②
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
の
定

義
、
方
法

二

人
事
管
理
制
度
（
各
労
働
条
件
）

に
お
け
る
不
利
益
変
更

①
労
働
時
間
・
休
日
・
休
暇

②
資
格
・
等
級
制
度

③
賃
金
・
賞
与
制
度

④
有
期
労
働
契
約

第
四
回
人
事
労
務
委
員
会
は
、
二
月

二
六
日
㈮
一
五
時
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
働

き
が
い
の
あ
る
会
社
に
向
け
て
、
先
進

企
業
の
取
り
組
み
事
例
に
学
ぶ
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
三
二
名
の
方
々
が

参
加
し
た
。

現
在
、
わ
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口

減
少
社
会
の
到
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

の
激
化
な
ど
、
引
き
続
き
厳
し
い
情
勢

が
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
各
企
業
で
は
、
自
社

の
成
長
・
発
展
を
目
指
し
、
様
々
な
取

組
み
を
実
施
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
厳
し
い
状
況
が
続
く
今
だ
か
ら
こ

そ
、
な
お
さ
ら
組
織
活
性
化
策
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。こ

う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
平
成
二

七
年
度
の
第
四
回
人
事
労
務
委
員
会
は
、

ま
ず
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
（Great

Place
to

W
ork®

Institute
Japan

）
二
〇
一

六
年
「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」
ラ
ン

キ
ン
グ
「
従
業
員
一
〇
〇
〇
人
以
上
」

部
門
で
十
二
位
に
入
賞
さ
れ
た
株
式
会

社
テ
イ
ク
ア
ン
ド
ギ
ヴ
・
ニ
ー
ズ
総
務

人
事
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
岡
村
敦
子
氏

よ
り
、「�
働
き
が
い
�
を
高
め
つ
つ
、

�
働
き
や
す
い
�
だ
け
に
な
ら
な
い
Ｔ

＆
Ｇ
の
人
事
戦
略
」
と
題
し
て
、
続
い

て
従
業
員
九
九
人
以
下
部
門
で
三
三
位

に
入
賞
さ
れ
た
株
式
会
社
わ
ら
わ
ら
の

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
古
橋
哲
朗
氏
か
ら

「�
働
き
続
け
た
い
�

と
思
わ
れ
る
企
業
に
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
た
。

な
お
、
本
委
員
会
終

了
後
、Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の「
埼

玉
県
に
お
け
る
働
き
が

い
の
あ
る
会
社
」
と
し

て
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
二
〇
一
六
年

全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
の

「
従
業
員
九
九
人
以
下

部
門
」
で
三
二
位
に
入

賞
し
た
岩
堀
建
設
工
株

式
会
社
（
川
越
市
）、

株
式
会
社
わ
ら
わ
ら

（
所
沢
市
）、
ケ
イ
ア

イ
ス
タ
ー
不
動
産
株
式

会
社
の
三
社
が
表
彰
さ

れ
、
そ
の
後
交
流
会
が

開
催
さ
れ
た
。

講
演
す
る
岡
村
敦
子
氏

講
演
す
る
古
橋
哲
朗
氏

交
流
会
で
挨
拶
す
る

本
会
上
條
正
仁
会
長

表
彰
式
で
挨
拶
す
る

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
岡
元
利
奈
子
代
表

第
4
回
人
事
労
務
委
員
会

「埼玉県における働きがいのある会社」として表彰された、
右から岩堀建設工業、わらわら、ケイアイスター不動産の3社
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平
成
二
七
年
度
第
四
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

『
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
考
え
る
Ⅱ
』
と
題
し

て
講
演
会
を
開
催

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
い
日
本
で

は
、
ウ
ラ
ン
資
源
を
有
効
利
用
す
る
た

め
に
、
原
子
力
発
電
で
使
い
終
え
た
燃

料
を
再
処
理
し
て
ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
を
取
り
出
し
、
再
び
燃
料
と
し
て

利
用
す
る
「
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
」
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
、
再
処

理
す
る
こ
と
に
よ
り
「
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
」、「
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
削
減
」、「
余

剰
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
持
た
な
い
」
と
い

っ
た
利
点
を
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
再
処
理
す
る
過
程
で
発
生
す

る
高
レ
ベ
ル
廃
液
を
ガ
ラ
ス
固
化
し
た

も
の
が
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
で

す
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、
放

射
能
レ
ベ
ル
が
十
分
に
低
下
す
る
ま
で
、

私
た
ち
の
生
活
環
境
か
ら
長
期
間
に
わ

た
り
隔
離
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日

本
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
研
究
や
評
価

を
継
続
的
に
行
っ
た
結
果
、
地
下
3
0

0
メ
ー
ト
ル
よ
り
深
い
安
定
し
た
地
層

中
（
岩
盤
）
へ
処
分
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
や
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
安
全
・
確
実

な
地
層
処
分
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
第
四
回
地
域
社

会
問
題
委
員
会
を
十
二
月
二
二
日
㈫
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
階
会
議
室
に

お
い
て
、
一
〇
月
一
日
開
催
の
『
東
京

電
力
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
視
察

会
』」
に
続
い
て
、「
原
子
力
発
電
つ
い

て
考
え
る
Ⅱ
」
と
題
し
て
二
つ
の
講
演

会
を
実
施
、
二
五
名
の
方
々
が
参
加
し

た
。

◇
講
演
一

「
原
子
力
発
電
の
現
状
と
将
来
〜
原
子

燃
料
サ
イ
ク
ル
の
重
要
性
」

電
気
事
業
連
合
会

原
子
力
部

部
長

尾
野

昌
之

氏

○
講
演
要
旨

・
東
日
本
大
震
災
後
、
全
て
の
原
子
力

プ
ラ
ン
ト
が
停
止
し
た
た
め
、
火
力

発
電
へ
の
依
存
度
が
急
速
に
高
ま
っ

た
。
こ
の
結
果
、
約
四
兆
円
の
燃
料

費
が
増
加
し
、
こ
れ
を
負
担
す
る
た

め
、
企
業
や
一
般
家
庭
な
ど
で
の
電

気
料
金
が
跳
ね
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
も

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
今
後
は
従

来
基
準
を
よ
り
厳
格
化
し
た
原
子
力

規
制
委
員
会
の
新
規
制
基
準
に
則
り
、

安
全
を
第
一
に
原
子
力
発
電
所
の
再

稼
動
を
進
め
て
い
く
。

・
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
は
、
使
用
後

の
核
燃
料
（
ウ
ラ
ン
九
六
％
、
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
一
％
、
核
分
裂
生
成
物
三

％
）
の
う
ち
、
ウ
ラ
ン
、
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
を
取
り
出
し
再
処
理
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
燃
料
と
し
て
繰
り
返
し

利
用
す
る
こ
と
（
核
分
裂
生
成
物
が

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
と
な
る
）。
こ
れ

は
ウ
ラ
ン
資
源
の
有
効
利
用
に
つ
な

が
る
と
同
時
に
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
減
容
化
、
放
射
能
量
の
減

少
が
図
れ
る
。
今
後
、
六
ヶ
所
再
処

理
工
場
を
二
〇
一
八
年
上
期
に
も
竣

工
さ
せ
る
予
定
。

◇
講
演
二

「
放
射
性
廃
棄
物
の
安
全
・
確
実
な
地

層
処
分
に
つ
い
て
」

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構

地
域
交
流
部

部
長

岩
﨑

聡

氏

〈
講
演
要
旨
〉

・
放
射
性
廃
棄
物
と
は
、
使
用
済
み
核

燃
料
の
再
処
理
過
程
で
発
生
し
た
高

レ
ベ
ル
廃
棄
物
を
ガ
ラ
ス
固
化
し
た

も
の
。
こ
の
処
分
方
法
を
巡
っ
て
は

第
4
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

講
演
す
る
尾
野
昌
之
氏

講
演
す
る
岩
﨑
聡
氏

関心の高いテーマであるため多くの質問が出された
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第
十
二
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
人
・
物
・
資
金
・
情
報
が
行
き
交
う
ビ
ジ
ネ

ス
ハ
ブ
〜
躍
動
す
る
国
際
都
市

香
港
』
を
テ

ー
マ
に
開
催

「
地
層
処
分
」
と
す
る
の
が
国
際
的

に
共
通
し
た
考
え
と
な
っ
て
い
る
。

技
術
的
に
は
す
で
に
確
立
さ
れ
て
お

り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
は
処
分
地
が
確
定
し
て
い
る
。

・
日
本
で
は
原
発
再
稼
動
の
問
題
と
議

論
が
な
い
ま
ぜ
と
な
り
、
最
終
処
分

に
関
す
る
国
民
的
な
理
解
が
広
が
っ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
現
に
放
射
性

廃
棄
物
は
着
々
と
積
み
あ
が
っ
て
き

て
お
り
、
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ

な
い
た
め
に
も
、
早
期
に
道
筋
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
国
は
昨
年
五
月
、

新
た
な
基
本
方
針
を
閣
議
決
定
し
、

政
府
主
導
で
問
題
に
取
組
む
姿
勢
を

明
確
に
し
た
。

・
処
分
地
の
選
定
は
、
一
部
の
地
域
の

関
心
事
に
止
め
て
し
ま
う
と
解
決
が

遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。
ま
ず
は
国
民

全
体
に
、
協
力
し
た
地
域
に
対
す
る

敬
意
・
感
謝
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
な

意
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
例
え
ば
、
調
査
を
受
け
入

れ
よ
う
と
す
る
地
域
が
出
て
き
た
場

合
に
は
、
他
の
地
域
の
人
た
ち
が
拍

手
を
送
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
が
重

要
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
、
最
終
処

分
の
問
題
を
国
民
や
地
域
に
積
極
的

に
情
報
提
供
し
、
現
世
代
の
一
人
と

し
て
自
ら
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
様
々
な
機
会
を
設

け
て
い
く
。

二
月
一
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、

さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
二
階
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
埼
玉
県
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行

と
本
会
と
の
共
催
で「
人
・
物
・
資
金
・

情
報
が
行
き
交
う
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
〜
躍

動
す
る
国
際
都
市

香
港
」
を
テ
ー
マ

に
「
第
十
二
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
、
一
四
〇
名
が
参
加

し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
主
催
者
あ
い
さ
つ

上
田

清
司

埼
玉
県
知
事

・
来
賓
挨
拶

黄

碧
兒

香
港
特
別
行
政
区
政
府

駐
東
京
経
済
貿
易
代
表
部

首
席
代

表
・
講
演
「
香
港
�
ビ
ジ
ネ
ス
が
発
展
し

続
け
る
都
市
」

（
講
演
の
概
要
は
以
下
ご
参
照
）

佐
々
木

由
紀
雄

香
港
特
別
行
政

区
政
府

駐
東
京
経
済
貿
易
代
表
部

投
資
推
進
室
長

・
鼎
談

①
伊
沢

潔

埼
玉
り
そ
な
銀
行

法
人
部

国
際
事
業
室
長

②
打
矢

正
雄

ウ
チ
ヤ
・
サ
ー
モ
ス

タ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社

長
③
浅
原

邦
康

澁
澤
倉
庫
株
式
会
社

国
際
営
業
部

副
部
長

◇
講
演
概
要

・
香
港
は
、
飛
行
機
で
五
時
間
の
フ
ラ

イ
ト
圏
内
で
世
界
人
口
の
半
分
を
網

羅
で
き
る
市
場
環
境
に
あ
り
、
ア
ジ

ア
最
大
の
ハ
ブ
拠
点
と
い
え
る
。
ま

た
、
外
資
系
企
業
で
も
政
府
か
ら
特

別
な
規
制
は
な
く
、
安
定
し
た
法
治

主
義
、
平
等
な
競
争
環
境
の
も
と
、

世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
と
し
て
、
多

く
の
外
国
企
業
が
進
出
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
米
ヘ
リ
テ
イ
ジ
財
団
と
ウ

ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌

が
世
界
の
国
・
地
域
を
対
象
に
行
っ

た
「
経
済
自
由
度
指
数
」
で
は
二
〇

年
連
続
で
首
位
を
獲
得
し
て
い
る
。

・
香
港
が
注
目
さ
れ
る
最
も
大
き
な
理

由
は
低
率
で
シ
ン
プ
ル
な
税
制
度
が

あ
る
。
法
人
所
得
税
率
は
一
六
・
五

％
で
低
率
な
う
え
、
消
費
税
や
関
税
、

投
資
に
対
す
る
源
泉
徴
収
税
、
キ
ャ

ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
な
ど
は
無
税
と

な
っ
て
お
り
、
日
本
含
む
ア
ジ
ア
地

域
で
最
も
シ
ン
プ
ル
か
つ
低
率
な
税

制
度
が
確
立
し
た
地
域
と
い
え
る
。

・
香
港
進
出
に
お
け
る
留
意
点
と
し
て
、

人
件
費
や
不
動
産
賃
料
が
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
並
み
に
高
く
、
収
益
の
下
押
し

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
例

え
ば
大
き
な
敷
地
や
従
業
員
を
必
要

と
す
る
製
造
業
な
ど
は
進
出
が
難
し

い
。

第
12
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

主
催
者
挨
拶
を
す
る

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

来
賓
挨
拶
を
す
る

黄
碧
兒
香
港
特
別
行
政
区
政
府

駐
東
京
経
済
貿
易
代
表
部

首
席
代
表

講
演
す
る
佐
々
木
由
紀
雄
氏

―21―



平
成
二
七
年
度
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

『
二
一
世
紀
は
ア
フ
リ
カ
の
時
代
〜
長
期
的
な
成
長
が

期
待
で
き
る
サ
ブ
サ
ハ
ラ
諸
国
に
日
本
企
業
は
ど
う
取

り
組
む
べ
き
か
』
と
題
し
、
埼
玉
大
学
国
際
開
発
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー

教
授

飯
島

聰
氏
が
講
演

平
成
二
七
年
度

働
く
女
性
応
援
講
座
第
九
講
開
催

平
成
二
七
年
度

働
く
女
性
応
援
講
座
第
十
講
開
催

サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
に
あ
る
サ
ブ
サ
ハ

ラ
諸
国
は
四
九
カ
国
、
現
在
総
人
口
は

約
九
億
人
で
す
が
、
二
〇
五
〇
年
に
は

二
二
億
人
に
達
す
る
、
今
後
世
界
で
最

も
人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
る
一
大
経
済

圏
で
、
近
年
特
に
そ
の
経
済
成
長
に
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
後

も
長
期
的
な
人
口
増
加
と
都
市
化
の
進

展
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
新
中
間
層
の

拡
大
と
そ
の
個
人
消
費
に
期
待
す
る
外

資
系
企
業
の
積
極
的
な
進
出
も
見
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
経
済
成
長
の

発
展
の
勢
い
を
よ
り
拡
大
し
て
い
く
た

め
の
基
盤
で
あ
る
電
力
や
物
流
関
係
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
不
足
し
て
お
り
、
安

定
的
な
政
治
体
制
や
手
続
き
の
透
明
性
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
機
能
の
不

足
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
の
も
事

実
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
平
成
二
七
年
度

埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座
は
、
一
月
二

七
日
㈬
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（
国
際
協

力
銀
行
）
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機

構
）
で
の
豊
富
な
業
務
経
験
を
有
す
る
、

埼
玉
大
学
国
際
開
発
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー

教
授

飯
島

聰

氏
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、「
二
一
世
紀
は
ア
フ

リ
カ
の
時
代
〜
長
期
的
な
成
長
が
期
待

で
き
る
サ
ブ
サ
ハ
ラ
諸
国
に
日
本
企
業

は
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
」
と
題
し
開

催
さ
れ
、
一
六
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

飯
島
氏
か
ら
は
、
最
近
の
サ
ブ
サ
ハ

ラ
経
済
の
動
向
や
、
日
本
の
サ
ブ
サ
ハ

ラ
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
供
与
状
況
、
日
本
の
ア

フ
リ
カ
支
援
の
動
向
な
ど
を
ご
説
明
い

た
だ
き
、
そ
の
う
え
で
日
本
企
業
と
し

て
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
が
展
開
で
き

る
の
か
、
詳
し
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

平
成
二
七
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

第
九
講
が
平
成
二
十
八
年
一
月
二
〇
日

㈬
十
時
か
ら
、
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
、
Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ

ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま

で
開
催
さ

れ
、
県
内
在
勤
の
若
手
女
性
三
六
名
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
チ
ー
ム
力
を
高
め
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
早
川
オ
フ
ィ
ス

早
川
優

子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
講
義
内
容
と
し
て
、
管
理
職

の
視
点
か
ら
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
ま
た
、
い
か
に
効
率
よ
く

短
時
間
で
業
務
を
こ
な
す
か
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
す
で
に
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
実
践
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、

自
身
の
体
験
に
基
づ
く
説
得
力
の
あ
る

討
議
が
各
グ
ル
ー
プ
で
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
社
会
人
経
験
が
浅
い
方
、

中
堅
層
な
ど
も
参
加
し
て
お
り
、
先
輩

に
対
し
て
現
状
の
課
題
に
関
す
る
質
問

な
ど
が
飛
び
出
し
て
い
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
交
流
会
が
行
わ

れ
、
メ
ン
タ
ー
に
個
別
に
相
談
す
る
機

会
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
長
時
間
に
わ

た
っ
て
じ
っ
く
り
相
談
し
て
い
る
様
子

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
二
七
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

第
十
講
が
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
四

日
㈬
十
時
か
ら
、
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
、
Ｗ

ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
で
開
催
さ

れ
、
県
内
在
勤
の
若
手
女
性
三
〇
名
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
」

を
テ
ー
マ
に
、
前
回
に
引
き
続
き
、
早

川
オ
フ
ィ
ス

早
川
優
子
氏
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
講

義
内
容
と
し
て
、
管
理
職
の
役
割
と
は

何
か
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
具
体
的
に

何
を
す
る
こ
と
な
の
か
、
な
ど
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
管
理
職
の
方
が
多

く
、
同
じ
よ
う
な
立
場
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
セ
ミ
ナ
ー
開
始
か
ら
す
ぐ
に
打
ち

解
け
、
自
由
で
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
管
理
職
候
補
の
方
に
対
し
て

は
、
部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
手
法
を
学
び
、
演
習
を
重
ね
な
が
ら
、

管
理
職
へ
の
不
安
感
の
払
拭
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

講
演
す
る
飯
島
聰
氏

平
成
27
年
度
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

第10講

第9講
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�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 ………………………160社
回収率……………………………29．1％

�業種内訳 �内製造業………………82社
�内非製造業……………78社

�資本金別
�5000万円以下………………………80社
�5000万円超～1億円以下…………42社
�1億円超～3億円以下……………8社
�3億円超……………………………30社

企業経営動向調査（2015年度第4回〈16年1月調査〉）結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�国内景気は、最近、先行きともに前回
調査比悪化。景気の最近、先行きとも
に厳しい見方が増えている。

16年1月

－16

－14

－19

－16

－17

－15

15年10月

－4

－8

0

－2

－2

－3

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�業界の景気は、前回調査比、製造業、
非製造業ともに著変はみられず、最近、
先行きとも概ね横ばいで推移するも、
依然として厳しい見方は多くなってい
る。

16年1月

－18

－20

－15

－16

－24

－7

15年10月

－16

－26

－7

－17

－20

－14

2．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�自社の業況は、前回調査比、最近、先
行きともに非製造業は横ばいでDI の
水準はゼロ近傍となっている。一方、
製造業「－8」と依然改善はみられな
い。

16年1月

－4

－8

0

－5

－8

－1

15年10月

－3

－6

－1

－1

－2

1

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）15／10－12月期、16／1－3月期の上段の（ ）内の数値は15年10月調査時の見通し

�10－12月期実績は、製造業、非製造業ともに
前期比横ばいで推移。前回調査時の見通し通
りに推移。

�1－3月期の見通しについては、製造業、非
製造業ともに悪化。特に非製造業ではDI が
「－15」と厳しい見方となっている。4－6
月期は製造業で横ばい、非製造業でゆるやか
な改善を見込んでいる。

見 通 し

16／4－6

0

4

4

16／1－3

（8）
－7

（13）
1

（4）
－15

実 績

10－12

（16）
16

（14）
17

（17）
16

7－9

14

17

12

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�10－12月期実績は、製造業で前回調査時の見
通しを大幅に下回っている。

�今後の見通しについては、1－3月期は非製
造業大幅に悪化。また、4－6月期も改善は
みられない。

見 通 し

16／4－6

－3

1

－7

16／1－3

（3）
－7

（11）
1

（－3）
－16

実 績

10－12

（24）
10

（25）
3

（23）
18

7－9

6

7

4

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近のDI をみると製造業は横ばいで
引続き過剰感があるものの、非製造業
では過剰感は解消している。

�先行きのDI をみると、最近比で製造
業、非製造業ともに、さらに過剰感が
低下し、非製造業ではDI は「－12」
と在庫調整は終了し、不足感がたかま
るとみている。

16年1月

9

17

0

－3

5

－12

15年10月

10

17

4

－2

5

－9

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近のDI は前回調査比ほぼ横ばいで
推移し、概ね適正水準と見込まれる。

�また、先行きのDI は現状比製造業で
やや過剰感が高まるものの、非製造業
では逆にやや不足感が高まるものとみ
ている。

16年1月

－1

0

－1

0

4

－4

15年10月

2

2

1

2

6

－2

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近のDI は依然、非製造業で大幅不
足の状況が継続。製造業はでも「－11」
と不足感が拡大している。

�先行きDI は現状比で製造業は「－11」
と不足感が継続。非製造業では「－44」
と不足感がさらに高まり、人材確保が
極めて厳しい状況が続くものと見込ま
れる。

16年1月

－25

－11

－40

－27

－11

－44

15年10月

－20

－4

－36

－27

－5

－47

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近のDI は前回調査比でほぼ横ばい
で推移し、資金繰り繁忙感はみられな
い。

�先行きDI も現状比横ばいとなり、繁
忙感は感じられない。

16年1月

9

8

11

4

3

6

15年10月

6

2

10

8

5

11

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近のDI は、前回調査比製造業は横
ばいで推移。製造業では依然、下落す
るとの見方が多くなっているものの、
非製造業は下落傾向が落ち着くとみて
いる。

�先行きのDI も前回調査比概ね横ばい
で推移。製造業、非製造業ともに下落
傾向が続くものと見ている。

16年1月

－7

－13

－1

－12

－17

－7

15年10月

－10

－14

－7

－13

－13

－13

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近並び先行きのDI は前回調査比と
もに全社ベースで10ポイントを超える
低下。特に製造業で20ポイント程度低
下しており、仕入価格上昇に一服感の
気配がうかがわれる。

16年1月

5

1

10

9

9

9

15年10月

18

20

16

23

28

17

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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�調査対象 ……………………………560社
有効回答数 ………………………144社
回収率……………………………25．7％

�業種内訳 �内製造業………………72社
�内非製造業……………72社

�資本金別
�5000万円以下………………………65社
�5000万円超～1億円以下…………36社
�1億円超～3億円以下……………12社
�3億円超……………………………31社

BCP及びビジネス全般に係る他の都県との連携ニーズ調査結果〈15年11月調査〉）

Q．1 リスク認識
企業を取り巻くリスクには様々なものがございますが、貴社はどのようなリスクに対して危機感（問題認識）

をお持ちでしょうか。特に危機感が高いと思われるものを3つまでにお選びください。（回答総数378）

回答比率（％）

26．2

24．3

19．3

10．6

6．1

4．8

3．2

3．2

1．6

0．8

特に危機感が高いリスク

人材確保・育成の難しさ

地震発生等により経営資源の同時被災による代替手段確保の困難さ

販売価格の低下・仕入価格の高騰等による利益圧迫

主要取引先の喪失（競合他社への取引シフト）

ニーズの多様化に即応できず機会損失

事業承継の困難さ

突発的な特需等に即応できず機会損失

主要取引先の倒産

為替変動による利益圧迫

その他

順位

1

2

3

4

5

6

7

7

9

10

Q．2 他の都県の企業との連携による効果
貴社が、他の都県の企業と連携することによって、どのような効果を期待していますか？当てはまるものを全

てお答えください。（回答総数348）

回答比率（％）

21．3

18．1

14．9

14．9

11．5

11．5

4．0

3．7

他の都県の企業との連携による効果

各種ビジネス情報の入手

新規受注先の獲得

新規仕入先の獲得

人材の相互支援

代替生産

商品・サービスの代替提供

産学官連携の推進

その他

順位

1

2

3

3

5

5

7

8
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Q．3
貴社の現在のBCPの策定状況のうち、最も近いものを1つお答えください。（回答総数144）

非製造業（％）
27．8
11．1
29．2
31．9

製造業（％）
34．7
12．5
31．9
20．8

全社（％）
31．3
11．8
30．6
26．4

策定状況
策 定 済
策 定 中
策定予定あり
策定予定なし

Q．4 BCPで想定するリスク
Q．3で「策定済」、「策定中」、「策定予定あり」と回答した企業のみご回答ください。貴社がBCPで想定して
いる、もしくは想定予定のリスクで当てはまるものをすべてお答えください。（回答総数539）

回答比率（％）

18．2

14．1

12．8

12．4

12．2

11．1

6．9

6．7

2．8

1．7

1．1

BCPで想定するリスク

地震（主に直下型地震）

自社設備の事故・故障・機能停止（火災）

自社設備の事故・故障・機能停止（停電）

自社設備の事故・故障・機能停止（システム障害）

地震（東京湾北部地震）

地震以外の自然災害（風水害）

地震（南海トラフ長広域地震）

鳥・新型インフルエンザ等によるパンデミック

テロ等の犯罪行為

原子力災害

その他

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

Q．5 貴社のリスク対策
貴社の現在における、リスクや危機意識に対する対策（BCP·BCP以外も含む）についてあてはまるものす

べてをご回答ください。（回答総数587）

回答比率（％）

20．4

18．7

14．0

13．6

12．8

10．2

9．9

0．3

リスクや危機意識に対する対策

災害事故発生時の体制整備

被災・被害状況の確認・連絡手順の策定

優先して復旧すべき業務・事業の選定

災害・事故等の発生を想定した訓練・教育実施

経営資源（設備・システム等）の復旧手順・代替策検討

復旧目標設定（いつまで、どの業務／事業を、どの程度）

取引先との業務復旧手順・代替策の協議検討

その他

順位

1

2

3

4

5

6

7

8
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放射線計測（測定器開発
と調査測定）。
高地環境における製品試
験研究（低気圧・高紫外線
下での aging 試験など）。

学歴・略歴
井上直也
（いのうえ なおや）
埼玉大学理工学部卒業後、
東工大大学院博士課程修
了（1984年）。
神戸大学、埼玉大学理学
部助手を経て2007年より
現職。
専門は高エネルギー宇宙
物理学、放射線計測学。

「宇宙線」の正
体は宇宙からやってくる陽子を主
成分とする放射線粒子や電磁放射
線のことです。それらが大気中に
入射すると大気原子核と相互作用
を起こし、多数の二次粒子を生成
し、「空気シャワー現象」を引き
起こします。地上で観測される「ミ
ューオン」と呼ばれる宇宙線粒子
は、自然放射線の一成分として、
毎秒300個ほど私たちの身体に降
り注いできています。また、そのような多数の宇
宙線は雲の生成に影響を及ぼし、高エネルギー空
気シャワーは稲妻の引き金の役割を果たす、と指
摘する研究もあります。なじみのない現象かもし
れませんが、図に示した二次粒子生成の様子を見
ると、その中にミューオンと同時に「ニュートリ
ノ」が作られていることに気づきます。これこそ
梶田先生のノーベル物理学賞に関わり研究対象で
あった「大気ニュートリノ」であることを再認識
いただければ、と思います。
私たちの研究対象は特に高いエネルギー（1019

電子ボルト＝約1ジュール）を持つ宇宙線であり、
それらは大気中で10億個にも及ぶ二次粒子を生成

し、数百m四方にわたり、瞬
間的に降り注ぐ巨大空気シャワ
ー現象を引き起こします。これ
らの宇宙線起源は活動銀河核や
超新星爆発といった高エネルギ
ー天体と考えられ、その謎の解
明に向けて、現在、米国ユタ州
でテレスコープアレイ（TA）
実験（700㎢の面積に検出器を
展開、東大宇宙線研究所他によ
る共同研究。）が行われていま

す。実はこの分野のパイオニア的研究は山梨県で
行われていたAGASA実験（100㎢）であり、TA
実験はその観測限界をブレークスルーするべく新
たに建設されました。埼玉大学グループもこの2
世代にわたる実験にハードウエアー開発と運用、
数値シミュレーション研究の面から参加し、特に
空気シャワー粒子時間構造について精力的に研究
を行ってきています。
高エネルギー天体を探る新たな「目」として超
高エネルギー宇宙線TA実験を活用し、あわせ
て好感度な放射線測定装置開発を進めつつ、高エ
ネルギー活動天体での粒子加速現場の謎に答えを
求めていきたいと思っています。

略歴
江口 幸治
（えぐち こうじ）
1988年 日本大学大学院

法学研究科博士
後期課程中退

1989年 埼玉大学経済学
部助手

1992年 同上講師
2007年 同上准教授

地域農業が持続的かつ発展的に
行われるためには、数多くの問題を克服する必要
があります。農地法の定義によれば、農地とは「耕
作の目的に供される土地」をいい、法はこの土地
の譲渡や利用権設定を制限することにより、その
保全を図っています。しかし、都市部においては、
土地の利用目的は多種多様であるため、この農地
法上の許可が必要とされるのは、農地が都市計画
法で定める市街化調整区域にある場合になり、市
街化区域内にある場合は農地法上の許可は必要と
されず、届出だけで自由に売買や賃貸借を行うこ
とができます。前者は農地としての課税がなされ、
後継者への相続の場合は相続税納税猶予の特例が
受けられます。後者は通常宅地並み課税がなされ
ますが、生産緑地の指定を受けることで、固定資
産税の優遇を受けられ、農業後継者に相続する際
の相続税も猶予されます。しかし、相続税納税猶
予の特例も生産緑地の相続税猶予についても、後
継者の存在を前提とし、終身の営農が求められる
ことから、相続人が農業を後継しない場合、農地
としての利用に限られる市街化調整区域内農地は、
相続開始後に耕作放棄地になる可能性が高くなり、
市街化区域内農地については転用の可能性が出て
きます。

農地所有者の多くは、農地が荒れたり、それを
手放したりすることを望んではいません。できれ
ば、推定相続人以外の者でも農地を管理してくれ
る者がいれば、農地を託したいと考えている者も
少なくありません。私は、これまで様々な農地保
全システムを検討してきましたが、農地承継に関
しては、農地集積バンクに注目しています。農地
集積バンクとは、貸借や売買が希望されている農
地を集め、規模拡大や新規就農を求めている農業
者に提供するシステムで、各都道府県に設置され
る農地中間管理機構が担っています。平成26年度
実績で売買と賃貸を合わせて機構から農業者へ権
利移転がなされた農地面積は3万1千 ha となっ
ています。しかし、実際に、借り受け希望面積は
その何倍もあると考えられ、充分に需要を満たし
ていません。現在、その原因の分析と対策につい
て、埼玉県の都市農業が行われている地域に限定
して検討を行っていま
すが、売主・貸主と買
主・借主との意思疎通
の問題や地域特有の閉
鎖性の問題をいかに克
服するかが大変難しい
課題となっています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999333333333333333333333333回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

宇宙線 ～高エネルギー天体に挑む～
埼玉大学 大学院理工学研究科 物質科学部門 井 上 直 也 教授

都市農地保全システムの研究
埼玉大学 大学院人文社会科学研究科 法学研究領域 江 口 幸 治 准教授
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本学は、タイ王国泰日工業大学（TNI）と2007年に短期交換
留学プログラム協定を締結後、毎年学生たちを派遣してきまし
た。今年度の学生6名はTNI での1ヶ月の語学研修・工学部
講義の後、三菱エレクトリック・オートメーション、サミット・
エレクトロニック・コーポネンツ、タイ竹中、チョーカンチャ
ーンにおいて1ヶ月間のインターンシップに取り組みました。
更なる相互研修の発展に必要な事項を直接、企業・TNI 双方
からヒアリング・意見交換する目的で現地検分を実施しました。
私は26年間の企業勤務時
代に生産技術という職種上、
様々な海外工場・海外研修
の機会を得ました（http :
//jp.misumi-ec.com/pr/id-
eanote/article/article2015
0619/）。海外での生活を通
じて、多様性の尊重、文化・
歴史・地理・気候等の生活
への影響、英語の重要性な

どを実感しました。ちなみにタイ王国訪
問は、今回で二回目です。
学生はTNI とインターンシップ先企
業の支援の下、元気に研修を進めていま
した。受入れ先からの大学側への主な要
望は、英語力の向上、英語とタイ語のバ
ランスのとれた修得、週報の充実、など
でした。大学生という若い年代から海外
生活経験を積むことは、将来の学生たち
の大きな財産になると確信しています。そして今後の更なる交
換留学の発展につながることを期待します。
最後になりますが、バンコク滞在期間中に気付いた日本との
違いは、以下です。
・道路は渋滞しているものの、クラクションを鳴らす車は不思
議なほど無い。
・電車の中は、車内の動画広告が音声付。携帯電話通話もOK。
・バンコク市内の物価は、日本の1／4の感覚である。夕食も
屋台では200円見当でお腹一杯になる。

21世紀になり大学教育の一部として浸
透した初年次教育について、この欄で紹
介したのは、かれこれ五年ほど前だった

でしょうか。授業ノートの取り方のみならず、週間スケジュー
ルの立て方など、学生の暮らし全般に関わる教育が求められる
のが、私の直面する現場です。つまり、かつてであれば、知らず
知らずのうちに身に付けていたはずのスキルを、教室の中で教
育しなければならない時代になったわけです。かつての、特に
前世紀の大学を知る方々にとっては、嘆かわしい状況でしょう。
でもこの嘆かわしい状況は、すぐに気付くように、本学の成
立背景とよく似ています。かつてであれば、ものづくり現場で
知らず知らずのうちに必要なスキルが継承されていた。でも昨
今では、ものづくり現場そのものが継承の現場として十全に機
能しなくなり、スキルも途絶えてしまう。だからこそ本学のよ
うな存在が必要とされたわけです。
極言すれば、大学教育の現場は、本学の設立背景となったも

のづくり現場の状況と、とてもよく似た状況に置かれるように
なった、ということです。かつては現場で身に付いていたはず
のスキルが、改めて自覚的に教え込まなければ途絶えてしまう。
そんな危機感から、大学教育の現場では、初年次教育が必須で
あるという新たな「文化開発」がなされ、定着しつつあるわけ
です。
この「文化開発」という用語は、経営学者の三宅秀道氏（現・
専修大学准教授）が著した『新しい市場のつくりかた』（東洋
経済新報社）からの借用です。三宅氏は中小・ベンチャー企業
を軸とした商品開発を研究される中で、商品開発とは単なる技
術開発だけではなく、その商品が必須となる文化を丸ごと開発
する、いわば「文化開発」なのだ、との見解を示されています。
私見ですと、この「文化開発」論は、商品に限らず、制度や組
織も含むあらゆる人工物を考える際に有効な視点です。
さて、みなさんの組織では、最近、どんな「文化開発」を行
いましたか？

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第777777777777777777777777444444444444444444444444回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

タイ王国インターンシップ実地検分
製造学科 佐久田 茂 教授

佐久田 茂（さくた しげる）教授・工学博士 東京大学工学部精密機械工学科卒業、同大学院精密機械工学専攻修士課程修了。株式会社東
芝を経て、2013年4月よりものつくり大学教授。精密機械システムが専門。技術士（機械部門）。（連絡先：048‐564‐3848／sakuta@iot.ac.jp）

あらゆる現場の新たな「文化開発」を目指して
建設学科 土 居 浩 准教授

土居 浩（どい ひろし）准教授 博士（学術・総合研究大学院大学） 2001年4月、ものつくり大学の開学とともに着任した、
非・工学系教員。共著に『はじめて学ぶ民俗学』ミネルヴァ書房、『慰霊の系譜』森話社、『墓制・墓標研究の再構築』岩田書院
など。（連絡先：048－564－3849／doi@iot.ac.jp）

学生たちとの会食

王宮
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二
月
四
日
㈭
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
国
際
会
議
室
に
お
い
て
、
埼
玉
県
出

身
の
実
業
家
、
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受

け
継
ぐ
全
国
の
企
業
経
営
者
に
贈
ら
れ

る
「
第
十
四
回
渋
沢
栄
一
賞
」
の
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
、
三
州
製
菓
株
式
会
社

（
春
日
部
市
）
代
表
取
締
役
社
長
齊
之

平
伸
一
氏
、
ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
株
式

会
社
（
岡
山
市
）
代
表
取
締
役
社
長
中

島
基
善
氏
、学
校
法
人
埼
玉
医
科
大
学
・

社
会
福
祉
法
人
毛
呂
病
院
（
入
間
郡
毛

呂
山
町
）
名
誉
理
事
長
丸
木
清
浩
氏
の

三
氏
が
受
賞
し
た
。

表
彰
は
、
渋
沢
栄
一
賞
選
考
委
員
長

の
利
根
忠
博
本
会
名
誉
会
長
の
講
評
の

後
、
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
し
て

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
と
渋
沢
栄
一
の
生

誕
地
深
谷
市
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。

受
賞
理
由
は
次
の
と
お
り
。

■
齊
之
平
伸
一
氏
（
三
州
製
菓
株
式
会

社
代
表
取
締
役
社
長
）

◇
会
社
概
要

米
菓
及
び
揚
げ
パ
ス
タ
、
バ
ウ
ム
ク

ー
ヘ
ン
等
洋
菓
子
製
造
。
一
九
四
七
年

創
業
、
従
業
員
数
二
四
二
名
、
資
本
金

八
六
〇
〇
万
円
。

◇
優
れ
た
経
営
面

・
役
員
就
任
当
時
七
億
円
程
度
で
あ
っ

た
売
上
高
を
、
二
五
億
円
を
超
え
る

ま
で
に
成
長
さ
せ
た
。

・
一
人
三
役
制
度
（
一
人
が
最
低
三
つ

の
仕
事
を
覚
え
、
誰
も
が
緊
急
時
に

交
代
で
き
る
仕
組
み
）
な
ど
に
よ
り

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推

進
し
て
お
り
、「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
女
性
活

躍
推
進
企
業
五
〇
選
」
の
日
本
か
ら

選
ば
れ
た
五
社
の
う
ち
の
一
社
と
な

っ
た
。

◇
地
域
及
び
社
会
貢
献
面

・
二
〇
〇
九
年
か
ら
四
年
間
埼
玉
県
教

育
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
な
ど
子

供
の
教
育
に
熱
心
で
、
小
学
生
へ
の

食
育
、
中
高
生
へ
の
商
品
開
発
指
導
、

児
童
養
護
施
設
へ
の
支
援
等
を
実
施

し
て
い
る
。

・
二
〇
一
一
年
に
埼
玉
県
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
推
進
委
員
会
座
長
に
就
任
し
、

地
域
の
女
性
活
躍
の
仕
組
み
づ
く
り

に
貢
献
し
た
。

■
中
島
基
善
氏
（
ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

◇
会
社
概
要

・
船
舶
用
プ
ロ
ペ
ラ
の
開
発
・
製
造
・

販
売
。
一
九
二
六
年
創
業
、
従
業
員

数
四
〇
〇
名
、
資
本
金
一
億
円
。

◇
優
れ
た
経
営
面

・
船
舶
用
プ
ロ
ペ
ラ
で
世
界
の
三
割
、

国
内
の
七
割
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
、
一

品
受
注
生
産
を
貫
く
世
界
唯
一
の
総

合
推
進
機
器
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

・
プ
ロ
ペ
ラ
の
曲
面
加
工
技
術
を
応
用

し
て
人
工
関
節
の
製
造
を
開
始
し
、

日
本
人
の
骨
格
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
考
慮
し
た
人
工
関
節
を
開
発
し
て

い
る
。

◇
地
域
及
び
社
会
貢
献
面

・
二
〇
一
三
年
に
（
公
財
）
中
島
記
念

財
団
を
設
立
し
、
岡
山
県
内
に
在
学

中
の
留
学
生
と
、
岡
山
県
内
に
本
拠

地
を
置
く
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を
支
援

し
て
い
る
。

・
岡
山
経
済
同
友
会
の
代
表
幹
事
、
岡

山
大
学
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
る
等
、
地
域
経
済
・

次
世
代
育
成
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

■
丸
木
清
浩
氏
（
学
校
法
人
埼
玉
医
科

大
学
・
社
会
福
祉
法
人
毛
呂
病
院
名

誉
理
事
長
）

◇
会
社
概
要

・
医
科
大
学
、
短
期
大
学
、

看
護
学
校
、
大
学
病
院
経

営
。
一
八
九
二
年
創
業
、

従
業
員
数
六
〇
〇
〇
名
。

◇
優
れ
た
経
営
面

・
埼
玉
県
唯
一
の
医
科
大
学

の
設
立
に
深
く
関
わ
り
、

質
の
高
い
医
学
教
育
の
提

供
に
尽
力
し
て
き
た
。

・
埼
玉
医
科
大
学
病
院
等
の

経
営
に
加
え
、
二
〇
〇
七

年
に
が
ん
・
心
臓
に
対
す

る
高
度
専
門
医
療
及
び
高

度
の
救
命
救
急
医
療
を
提

供
す
る
国
際
医
療
セ
ン
タ

ー
を
開
設
す
る
な
ど
、
我

が
国
の
医
学
・
医
療
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
る
。

◇
地
域
及
び
社
会
貢
献
面

・
長
年
に
わ
た
り
地
域
医
療

を
担
う
と
と
も
に
、
二
〇

〇
六
年
に
地
域
社
会
に
幅

広
く
貢
献
す
る
た
め
、
地

域
医
学
・
医
療
セ
ン
タ
ー

を
設
立
し
、
地
域
医
療
に

関
す
る
教
育
研
修
等
を
実

施
し
て
い
る
。

・
一
九
九
八
年
に
老
人
保
健
施
設
「
薫

風
園
」
を
開
設
し
、
高
齢
者
福
祉
の

増
進
に
寄
与
し
て
お
り
、
二
〇
一
三

年
に
は
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設

「
カ
ル
ガ
モ
の
家
」
を
開
設
し
、
障

害
児
福
祉
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

齊齊
之之
平平
伸伸
一一
氏氏
、、
中中
島島
基基
善善
氏氏
、、

丸丸
木木
清清
浩浩
氏氏
がが
渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
をを
受受
賞賞

〜〜
第第
十十
四四
回回
渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
表表
彰彰
式式
開開
催催

齊之平伸一氏（右）

講評を述べる
利根忠博本会名誉会長

主催者挨拶をする
上田清司埼玉県知事

中島基善氏（右） 丸木清浩氏（右）
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埼
玉
県
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
四

者
面
談
会
が
一
月
三
十
一
日
㈰
、
熊
谷

文
化
創
造
館
さ
く
ら
め
い
と
で
開
催
さ

れ
た
。
本
会
推
薦
の
会
員
企
業
経
営
者

五
名
（
別
記
）
と
学
校
側
か
ら
は
二
十

七
組
、
八
十
一
名
が
参
加
し
た
。
こ
の

面
談
会
は
平
成
十
五
年
度
よ
り
実
施
し

て
お
り
今
年
度
で
通
算
十
三
年
目
と
な

る
。こ

の
四
者
面
談
会
で
は
高
校
生
が
企

業
経
営
者
か
ら
企
業
や
社
会
が
求
め
る

人
材
像
や
企
業
人
に
な
る
た
め
の
心
構

え
、
学
生
時
代
に
な
す
べ
き
事
な
ど
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
で

自
分
を
見
つ
め
直
し
進
路
選
択
能
力
を

向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
生
徒
・
保
護
者

の
職
業
意
識
形
成
を
支
援
し
、
望
ま
し

い
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
於

い
て
参
加
校
は
就
職
希
望
者
の
多
い
専

門
高
校
に
限
ら
ず
県
北
部
を
中
心
と
し

た
普
通
高
校
の
生
徒
も
毎
年
多
数
参
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
推
進
を
担
う
教
員
に
対
し
て
重
要

な
意
識
改
革
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

面
談
終
了
後
の
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
高
校
生
の
い
ま
、
何
を
考
え
て
行

動
し
て
い
け
ば
何
が
身
に
つ
き
、
将
来

ど
の
よ
う
に
役
立
つ
よ
う
に
な
る
の
か

具
体
的
な
お
話
が
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
」「
今
後
は
目
標
を
高
く
も
つ
こ

と
で
、
辛
い
こ
と
も
そ
の
過
程
の
一
つ

だ
と
捉
え
る
考
え
方
に
変
え
て
生
活
し

よ
う
と
思
い
ま
す
」「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
の
仕
方
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
よ
う

で
選
択
肢
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
等
の

感
想
が
見
ら
れ
た
。
社
会
が
求
め
る
人

材
と
は
、
意
欲
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
の
あ
る
者
だ
と

知
り
、
ど
の
よ
う
な
活
動

も
気
持
ち
や
考
え
方
で
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
理
解
し
た
こ
と
が
伺
え

た
。
企
業
経
営
者
か
ら
進

路
選
択
に
お
け
る
俯
瞰
的

な
立
場
で
、
価
値
観
を
変

え
る
具
体
的
な
示
唆
を
も

ら
え
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
保
護
者
か
ら
は
「
経

営
者
の
方
の
お
話
は
と
て

も
楽
し
く
と
て
も
心
に
響

く
も
の
で
し
た
。
一
つ
ひ

と
つ
の
言
葉
が
重
く
、
子

ど
も
の
心
に
い
ま
何
が
大

切
な
の
か
響
い
て
い
た
と

思
い
ま
す
」「
色
々
な
壁
に
当
た
っ
て

経
験
を
し
て
乗
り
越
え
て
自
分
の
力
に

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
人
生
の
勉
強
と

し
て
よ
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
」。
先
生
方
か
ら
は
「
経
営
者
の

考
え
方
を
直
接
聞
く
機
会
は
決
し
て
学

校
で
は
学
べ
な
い
大
変
貴
重
な
機
会
で

あ
り
、
学
校
に
お
け
る
進
路
指
導
に
も

大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
」「
企
業
経

営
者
か
ら
、
働
く
こ
と
、
生
き
る
こ
と

の
心
構
え
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、
生
徒
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら

の
人
生
に
大
き
な
収
穫
に
な
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
四
者
面
談
会
は
毎
年
参
加
し
た
生

徒
・
保
護
者
・
教
員
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。

◆
参
加
企
業
経
営
者
（
敬
称
略
）

▽
石
塚

巧

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式

会
社

常
務
取
締
役

▽
牛
窪

啓
詞

株
式
会
社
愛
工
舎
製

作
所

代
表
取
締
役

▽
斉
木

政
美

サ
ン
ケ
ン
電
気
株
式

会
社

管
理
本
部
総
務
人
事
統
括
部

人
事
部
長

▽
中
込

秀
明

富
士
電
子
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

▽
根
岸

茂
文

埼
玉
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

企
業
経
営
者
と
生
徒
・
保
護
者
・

教
員
に
よ
る
四
者
面
談
会
開
催

経営者からの質問に答える生徒

面談会場の様子

石塚 巧 キヤノン電子㈱
常務取締役

牛窪 啓詞 ㈱愛工舎製作所
代表取締役

斉木 政美 サンケン電気㈱
管理本部総務人事統括部人事部長

中込 秀明 富士電子㈱
代表取締役社長
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合
同
入
社
式
・
合
同
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

第
一
回
埼
玉
県
公
労
使
会

議
を
開
催
し
ま
し
た

従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

平
成
28
年
度
前
期
技
能
検

定
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
埼
玉
県
就
労

実
態
調
査
結
果
に
つ
い
て

県
で
は
、
県
内
中
小
企
業
の
新
入
社
員

の
定
着
促
進
を
図
る
た
め
に
、「
県
内
中

小
企
業
新
入
社
員
合
同
入
社
式
・
合
同
研

修
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

合
同
入
社
式
で
は
、
上
田
清
司
埼
玉
県

知
事
か
ら
、
新
入
社
員
に
向
け
た
激
励
の

言
葉
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
贈
る

と
と
も
に
、
先
輩
社
員
や
著
名
な
方
が
応

援
・
激
励
の
言
葉
を
伝
え
ま
す
。

5
〜
6
月
及
び
10
〜
11
月
に
実
施
す
る

合
同
研
修
会
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
等

の
基
礎
的
な
研
修
や
交
流
会
を
通
じ
て
、

新
入
社
員
同
士
の
交
流
や
仲
間
づ
く
り
を

支
援
す
る
こ
と
で
、
若
手
人
材
の
定
着
促

進
を
後
押
し
し
ま
す
。

合
同
入
社
式
及
び
合
同
研
修
会
と
も
に

参
加
費
は
無
料
で
す
。

【
合
同
入
社
式
の
概
要
】

①
内
容

・
知
事
か
ら
の
激
励
の
言
葉

・
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
贈
呈

・
新
入
社
員
代
表
誓
い
の
言
葉

・
先
輩
社
員
か
ら
の
激
励
の
言
葉

・
著
名
な
方
に
よ
る
講
演

な
ど

②
日
時

平
成
28
年
4
月
28
日
㈭

午
後
2
時
30
分
〜
午
後
4
時

③
会
場

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
小
ホ
ー

ル

④
定
員

新
入
社
員
3
0
0
人（
申
込
順
）

※
企
業
関
係
者
・
御
家
族
も
御

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

【
合
同
研
修
会
の
概
要
】

合
同
入
社
式
参
加
者
を
対
象
に
、
県
内

5
地
域
10
会
場
で
計
2
日
間
の
研
修
を
左

記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
研
修
終
了
後
に
は
、
軽
食
と
ソ

フ
ト
ド
リ
ン
ク
付
き
の
交
流
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

①
基
礎
研
修
（
5
〜
6
月
実
施
）

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
の
基
礎
的
な
研
修
を
1

日
で
実
施
し
ま
す
。

②
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
（
10
〜
11
月
実

施
）

仕
事
の
進
め
方
、
課
題
対
応
な
ど
の
研

修
を
1
日
で
実
施
し
ま
す
。

※
合
同
入
社
式
・
合
同
研
修
会
の
申
込
方

法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

県
で
は
、
行
政
、
労
働
団
体
、
埼
玉
県

経
営
者
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
団
体

の
代
表
者
が
、
雇
用
・
労
働
の
課
題
に
対

す
る
認
識
を
共
有
し
な
が
ら
、
効
果
的
な

解
決
策
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成
28
年
2

月
8
日
、「
埼
玉
県
公
労
使
会
議
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
県
内
の
中
小
企
業
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
や
人
手
不
足
の
状
況
、

人
材
育
成
な
ど
の
取
組
の
必
要
性
、
非
正

規
労
働
者
の
置
か
れ
た
厳
し
い
現
状
な
ど

に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
得
ら
れ
た
現
状
認
識
、
課
題
を
踏

ま
え
、
次
回
は
個
別
テ
ー
マ
と
し
て
「
非

正
規
雇
用
対
策
」
に
つ
い
て
議
論
す
る
予

定
で
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
7
）

県
で
は
、
中
小
企
業
等
を
対
象
に
、
社

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
型
技
能
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
入
社
員
教
育
、
各
種
資
格
取
得
対
策
、

ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
さ
ら
な
る
技
能
向
上
な

ど
に
是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。

�
講
習
内
容

介
護
系
、
建
築
系
、
機
械

系
、
電
気
系
、
事
務
系
な
ど
、
様
々
な

分
野
の
講
習
が
可
能
で
す
。
ま
ず
は
お

気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

�
定
員

3
人
以
上
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

�
実
施
場
所

県
立
高
等
技
術
専
門
校
・

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
企
業
等
へ

講
師
を
派
遣
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

�
受
講
料

1
人
当
た
り
、
学
科
167
円
／

時
間
＋
実
技
375
円
／
時
間
（
テ
キ
ス
ト

代
等
、
別
途
負
担
あ
り
。）

�
講
習
時
間
・
日
程

1
講
習
当
た
り
12

時
間
〜
30
時
間
（
年
間
20
日
間
ま
で
）

御
要
望
に
応
じ
た
日
程
・
時
間
を
設
定

で
き
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

働
く
人
々
の
有
す
る
技
能
を
検
定
す
る

技
能
検
定
試
験
（
国
家
検
定
）
の
お
知
ら

せ
で
す
。

�
受
検
資
格

製
造
業
や
建
設
業
な
ど
、

該
当
す
る
検
定
職
種
に
関
す
る
実
務
経

験
が
あ
る
人

�
試
験
日
程

平
成
28
年
6
月
〜
同
年
9

月
（
検
定
職
種
に
よ
り
異
な
る
）

�
申
請
書
配
布
場
所

県
職
業
能
力
開
発

協
会
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
5

―
6
―
5

埼
玉
県
浦
和
合
同
庁
舎
5

Ｆ
）

�
申
請
期
間
等

4
月
4
日
㈪
〜
15
日
㈮

に
同
協
会
へ
提
出

※
技
能
検
定
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

県
産
業
人
材
育
成
課
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ

さ
い
。

https://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
a0811/kentei/index.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
0
4
8
―
8
2
9
―
2
8
0
2
）

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

―
県
内
中
小
企
業
の
正
社
員
の
割
合
は

70
・
1
％
で
前
年
比
0
・
6
ポ
イ
ン
ト

増
―

県
で
は
、
県
内
1
�5
0
0
事
業
所（
中

小
企
業
1
�3
3
0
、
大
企
業
1
7
0
）を

対
象
に
実
施
し
た
就
労
実
態
に
関
す
る
調

査
結
果
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
調

査
は
、
県
内
中
小
企
業
の
就
労
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

�
調
査
結
果
の
概
要

①
正
社
員
の
割
合
・
女
性
役
職
者
割
合

正
社
員
の
割
合
は
70
・
1
％
で
、
前
年

よ
り
0
・
6
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

女
性
の
役
職
者
の
割
合
は
11
・
3
％（
大

企
業
16
・
8
％
）
で
、
前
年
よ
り
1
・
8

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

②
多
様
な
正
社
員
制
度
の
導
入
状
況

多
様
な
正
社
員
（
限
定
正
社
員
）
制
度

を
導
入
し
て
い
る
中
小
企
業
は
8
・
6
％

（
大
企
業
15
・
6
％
）
で
し
た
。

③
従
業
員
の
採
用
・
定
着

新
卒
者
を
採
用
し
た
中
小
企
業
は
35
・

2
％
、
中
途
採
用
者
を
雇
用
し
た
中
小
企

業
は
48
・
2
％
で
し
た
。

新
規
採
用
者
の
定
着
に
課
題
が
あ
る
と

す
る
中
小
企
業
は
約
4
割
で
し
た
。

④
仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
支
援

仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
支
援
制
度

が
あ
る
中
小
企
業
の
割
合
は
、
育
児
85
・

6
％
、
介
護
77
・
2
％
で
、
と
も
に
前
年

よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
a0808/shuroujittaichousa.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
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青
年
経
営
者
部
会
一
月
例
会
開
催

青
年
経
営
者
部
会
の
一
二
月
例
会
が

一
二
月
一
八
日
㈮
午
後
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
内
の
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ

二
三
名
が
参
加
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

本
会
会
長
で
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
シ
ニ

ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
上
條
正
仁
氏
の
講

演
と
懇
親
会
の
二
部
構
成
。

講
師
の
上
條
氏
は
、
埼
玉
り
そ
な
銀

行
の
公
的
資
金
注
入
後
か
ら
公
的
資
金

完
済
ま
で
の
全
期
間
を
役
員
と
し
て
在

任
さ
れ
た
ご
経
験
か
ら
、「
埼
玉
り
そ

な
『
改
革
の
歩
み
』」
と
題
し
て
、
な

ぜ
今
企
業
変
革
が
必
要
な
の
か
、
そ
し

て
企
業
変
革
に
は
一
体
何
が
必
要
な
の

か
に
関
し
て
話
さ
れ
た
。

講
演
は
、
こ
れ
ま
で
の
改
革
の
変
遷

に
関
し
て
、

①
「
地
域
密
着
路
線
へ
の
回
帰
〜
り
そ

な
集
中
再
生
」

②
「
信
頼
回
復
に
向
け
た
経
営
基
盤
の

再
構
築
」

③
「
営
業
力
強
化
に
向
け
た
経
営

基
盤
の
強
化
」

④
「
成
長
軌
道
を
支
え
る
行
動
改

革
」

⑤
「
改
革
成
果
を
振
り
返
る
」

⑥
「
改
革
を
前
進
さ
せ
た
3
つ
の

キ
ー
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」

と
い
っ
た
流
れ
で
、
折
々
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
進
め
ら
れ

た
。改

革
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
で
も

特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
改
革

の
ど
の
段
階
に
お
い
て
も
一
貫
し
て

「
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
起
点
と
し
た
営

業
ス
タ
イ
ル
へ
の
変
革
」
と
「
人
材
の

質
の
向
上
・
活
き
活
き
と
変
革
に
挑
戦

す
る
職
場
風
土
づ
く
り
」
に
取
組
ま
れ

て
い
た
こ
と
。

最
後
に
「
改
革
を
前
進
さ
せ
た
3
つ

の
キ
ー
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」
と
し
て
、

①
「
長
期
的
な
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確

化
」
に
よ
る
、
地
域
か
ら
の
信
頼
の

回
復
・
向
上

②
「
改
革
の
全
体
像
の
共
有
化
」
に
よ

る
、
お
客
様
視
点
の
サ
ー
ビ
ス
改
革

の
浸
透
・
定
着

③
「
危
機
感
（
緊
張
感
）
の
持
続
化
」

に
よ
る
、
黒
字
体
質
へ
の
転
換
・
地

銀
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
安
定
的
な
収
益

水
準
展
望

を
挙
げ
、
ま
と
め
と
し
て
「
次
な
る
ス

テ
ー
ジ
に
向
け
て
『
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
』『
グ
ロ
ー
バ
ル
金

融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
』『
個
人
ビ
ジ
ネ

ス
取
組
強
化
』
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
会
場
を
移
し
、

上
條
会
長
も
ご
同
席
頂
く
中
、
講
演
の

内
容
を
更
に
深
め
た
様
々
な
お
話
し
を

伺
い
な
が
ら
、
活
発
な
意
見
交
換
と
共

に
親
交
を
深
め
る
場
と
も
な
っ
た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
一
月
例
会
が
一

月
二
六
日
午
後
よ
り
、
千
葉
・
茨
城
青

年
部
会
と
の
合
同
で
成
田
国
際
空
港
に

て
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
一
〇
名
が

参
加
し
た
。
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以

下
の
と
お
り
。

一
、
講
演

「
成
田
国
際
空
港
の
概
要
に
つ
い
て
」

成
田
国
際
空
港
株
式
会
社

上
席
執
行

役
員

濱
田

達
也
氏

◇
講
演
概
要

・
成
田
空
港
は
一
九
七
八
年
開
港
以
降
、

航
空
取
扱
量
は
順
調
に
成
長
し
て
お

り
、
ま
た
二
〇
一
二
年
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の

就
航
を
機
に
、
国
内
線
利
用
者
数
も

大
き
く
伸
び
て
い
る
。
特
に
地
の
利

も
あ
り
、
北
米
路
線
の
充
実
が
強
み

と
い
え
る
。

・
し
か
し
一
方
で
、
欧
州
・
中
東
路
線

で
は
他
の
ア
ジ
ア
諸
空
港
に
劣
後
し

て
い
る
。
ア
ジ
ア
主
要
空
港
は
ど
こ

も
二
四
時
間
運
用
で
あ
り
、
設
備
増

強
な
ど
次
々
と
機
能
強
化
が
図
ら
れ

て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
国
際

空
港
間
に
お
け
る
路
線
獲
得
競
争
の

激
化
が
予
想
さ
れ
る
。

・
成
田
空
港
の
課
題
と
し
て
、
ア
ジ
ア

と
北
米
・
欧
州
を
結
ぶ
路
線
の
乗
り

継
ぎ
機
会
が
夕
方
の
み
と
な
っ
て
お

り
、
多
様
な
乗
り
継
ぎ
機
会
が
あ
る

青
年
経
営
者
部
会
一
二
月
例
会
開
催

講
演
会
「
埼
玉
り
そ
な
『
改
革
の
歩
み
』」

（
一
社
）
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長
（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
上
條

正
仁
氏

千
葉
・
茨
城
青
年
経
営
者
部
会
と
の
合
同
例
会

「
成
田
国
際
空
港
視
察
会
」

講演する
上條正仁氏本会会長

数々の実例から「企業変革のあり方」に関して学ぶ

懇親会にて、新部会員からの挨拶

挨拶する藤池一誠部会長

講演する 成田国際空港㈱
上席執行役員 濱田達也氏
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ア
ジ
ア
主
要
空
港
に
比
べ
競
争
力
が

弱
い
。
し
か
も
こ
の
時
間
帯
の
発
着

枠
は
す
で
に
満
杯
で
あ
り
、
各
航
空

会
社
の
要
望
に
十
分
応
え
切
れ
て
い

な
い
実
情
が
あ
る
。
そ
こ
で
滑
走
路

の
増
設
や
、
既
存
滑
走
路
の
延
長
な

ど
で
ピ
ー
ク
時
間
帯
の
処
理
能
力
工

場
に
努
め
て
い
る
。

・
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
に
は
、

夜
間
飛
行
制
限
の
大
幅
緩
和
に
よ
っ

て
、
乗
り
継
ぎ
機
会
の
増
加
や
、
貨

物
便
の
集
約
時
間
の
延
長
な
ど
を
図

る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

を
実
現
す
る
に
は
騒
音
の
影
響
が
大

き
く
、
地
域
の
理
解
が
不
可
欠
と
い

え
る
。

二
、
第
三
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
視
察

空
港
視
察
で
は
ま
ず
、
主
に
Ｌ
Ｃ
Ｃ

向
け
運
用
と
な
る
、
第
三
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
視
察
し
た
。
第
三
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
特
徴
は
建
築
コ
ス
ト
を
既
存
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
六
割
に
抑
え
、
低
コ
ス
ト

運
用
を
実
現
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
例

え
ば
天
井
や
柱
は
仕
上
げ
さ
れ
て
い
な

い
た
め
露
出
し
て
お
り
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
も
簡
素
な
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
ト
イ
レ
な
ど
の
案
内
サ
イ

ン
や
装
飾
も
シ
ン
プ
ル
な
も
の
と
な
っ

て
い
た
。

そ
の
一
方
で
床
を
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
仕

立
て
に
し
て
、
出
発
を
青
色
、
到
着
を

赤
茶
色
と
色
分
け
す
る
こ
と
で
、
利
用

者
を
確
実
に
目
的
地
ま
で
誘
導
で
き
る

よ
う
な
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
利
用
者
が
わ
く
わ
く
で
き
る
よ

う
な
空
間
づ
く
り
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
朝
ま
で
空
港
内
で
過
ご
せ
る

よ
う
特
別
な
仕
様
の
ソ
フ
ァ
を
導
入
し
、

ま
た
フ
ー
ド
コ
ー
ト
を
設
置
す
る
な
ど
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
も
図
っ
て
い
た
。

三
、
日
本
航
空
整
備
工
場
視
察

続
い
て
、
空
港
敷
地
内
に
あ
る
日
本

航
空
整
備
工
場
に
て
、
ボ
ー
イ
ン
グ
七

八
七
を
整
備
す
る
様
子
を
見
学
し
た
。

見
学
で
は
担
当
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
点
検

対
象
と
な
る
部
品
の
説
明
や
、
機
体
に

取
り
付
け
ら
れ
た
各
種
セ
ン
サ
ー
や
機

能
な
ど
に
関
し
詳
細
な
説
明
が
あ
っ
た
。

巨
大
な
機
体
や
、
そ
れ
に
取
り
付
け
ら

れ
た
各
種
部
品
、
分
解
さ
れ
た
主
要
エ

ン
ジ
ン
な
ど
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
興
味
深
い
視
察
会
と
な
っ

た
。

四
、
懇
親
会

視
察
後
、
成
田
空
港
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

に
移
動
し
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
開

宴
あ
た
っ
て
各
青
年
部
会
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
本
県
か
ら
は
藤
池
一
誠
青
年
部

会
長
よ
り
御
挨
拶
い
た
だ
い
た
。
懇
親

会
で
は
千
葉
、
茨
城
の
各
青
年
部
会
員

同
士
で
懇
親
を
深
め
、
最
後
は
本
県
青

年
経
営
者
部
会

内
藤
岳

副
部
会
長

に
よ
る
中
締
め
に
て
盛
会
裏
に
終
了
し

た
。

安
倍
首
相
の
一
月
二
二
日
の
施
政
方
針
演

説
で
は
、「
一
億
総
活
躍
」
へ
の
挑
戦
の
基

本
方
針
の
下
に
、
多
様
な
働
き
方
が
可
能
な

社
会
へ
の
変
革
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
確
保
の
目
標
へ
、
働
き
方
改
革
、
労

働
時
間
の
柔
軟
性
、
時
間
外
労
働
の
抑
制
、

年
休
の
確
実
な
取
得
、女
性
の
妊
娠
・
出
産
・

育
児
休
業
の
促
進
と
マ
タ
ハ
ラ
の
防
止
、
男

性
の
育
児
助
成
、
障
が
い
者
等
の
自
立
支
援
、

非
正
規
雇
用
の
正
社
員
化
と
均
衡
待
遇
の
確

保
と
い
っ
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ

ン
」
を
唱
え
、
ま
た
、「
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現

に
踏
み
込
む
」
と
し
た
。

さ
ら
に
、
介
護
離
職
者

ゼ
ロ
や
介
護
休
業
の
分
割

取
得
、
高
齢
者
の
就
業
支

援
、
そ
し
て
、
最
低
賃
金
も
一
〇
〇
〇
円
、

年
率
三
％
の
引
上
げ
の
目
途
を
示
し
た
。

安
倍
内
閣
の
方
針
を
受
け
て
昨
年
九
月
か

ら
厚
生
労
働
省
は
非
正
規
社
員
の
「
正
社
員

転
換
・
待
遇
改
善
実
施
本
部
」
を
設
置
し
、

全
国
四
七
の
都
道
府
県
労
働
局
に
も
同
様
の

本
部
が
順
次
設
け
ら
れ
、
本
年
一
月
に
は
今

後
五
年
間
の
非
正
規
雇
用
対
策
に
係
る
目
標

値
を
「
正
社
員
に
な
れ
ず
不
本
意
な
が
ら
非

正
規
で
働
く
人
の
割
合
を
現
在
の
一
八
・
一

％
か
ら
全
体
平
均
で
一
〇
％
以
下
に
す
る
」

こ
と
、
若
年
層
、
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
の

不
本
意
非
正
規
労
働
者
の
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ

現
状
か
ら
半
減
す
る
こ
と
等
の
プ
ラ
ン
を
定

め
、
正
社
員
転
換
や
待
遇
改
善
を
推
進
す
る

と
し
て
い
る
。

法
的
に
は
、平
成
三
〇
年
四
月
か
ら
の
無
期

転
換
申
込
制
度
、
期
間
雇
用
者
の
雇
止
め
の

規
制
、
昨
年
一
〇
月
か
ら
の
派
遣
先
の
派
遣

法
違
反
へ
の
直
接
労
働
契
約
申
込
み
制
度
、改

正
派
遣
新
法
に
よ
る
有
期
雇
用
派
遣
社
員
の

継
続
雇
用
促
進
制
度
や
無
期
雇
用
派
遣
社
員

の
派
遣
期
間
制
限
の
廃
止
等
の
無
期
雇
用
・

正
社
員
化
へ
の
強
行
法
規
化
が
整
備
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
中
小
企
業
経
営
者

と
し
て
も
、
有
期
雇
用
社
員
の
無
期
雇
用
化

へ
の
人
事
制
度
の
転
換
を
決
断
す
べ
き
と
き

に
至
っ
た
と
い
え
る
。

安
倍
内
閣
の
標
榜
す
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
、
多
様
な
正
社
員
化
等
々
は
そ
れ

自
体
は
立
派
な
政
策
で
は
あ
る
が
、
経
営
不

振
に
陥
り
、
倒
産
の
危
険
を
常
に
抱
え
る
民

間
企
業
に
お
い
て
、
誰
が
そ
の
雇
用
を
担
保

す
る
の
か
。
短
時
間
、
多
様
就
労
の
拡
大
と

な
れ
ば
当
然
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め

ら
れ
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
一
部
労
働
者
に
集

中
し
、
そ
れ
ら
の
労
働
者
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
等
の
労
働
者
を
支
え
て
業
務

の
後
始
末
の
責
任
と
生
産
・
販
売
の
拡
大
に

当
た
り
、
企
業
の
維
持
・
発
展
を
図
ら
な
い

と
、
企
業
は
競
争
に
勝
て
ず
、
市
場
で
抹
殺

さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。
政
府
の
こ
の
よ
う
な

政
策
は
、
何
か
企
業
は
永
久
不
滅
の
よ
う
な

前
提
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
疑
わ

れ
る
。
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
、
先
端
情
報
社

会
の
経
済
競
争
下
で
は
、
一
瞬
で
も
油
断
す

れ
ば
企
業
は
倒
産
の
危
険
を
招
く
こ
と
は
、

近
時
の
有
力
企
業
の
倒
産
・
消
滅
等
の
例
で

証
明
ず
み
で
あ
る
。

従
来
の
人
事
慣
行
や
労
使
自
治
の
経
過
を

無
視
し
た
法
の
力
に
よ
る
政
府
の
強
力
な
政

策
を
強
行
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
企
業
の
労
務

管
理
の
弱
体
化
を
招
き
、
労
務
ト
ラ
ブ
ル
が

増
加
し
、
社
員
の
協
同
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
を
阻
害
し
、
自
己
中
心
的
社
員
を
拡
大
す

る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
あ
る
。

一
億
総
活
躍
政
策
強
行
へ

の
不
安弁

護
士

安
西

�

中締めする内藤岳副部会長

整備中のB787を見学する様子（日本航空整備工場にて） 空港滑走路脇にて記念撮影
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成成立立

一
月
七
日
〜
三
月
二
三
日

◆
一
・
七

新
年
会
員
懇
談
会
（
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
）

◆
一
・
一
八

第
一
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
二
五

第
一
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
二
七

埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
一

第
一
二
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
会
館
）

◆
二
・
三

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー
ド

表
彰
式
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
二
・
五

中
部
地
区
協
議
会
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
二
・
八

西
部
地
区
協
議
会
（
丸
広
百
貨

店
）

◆
二
・
一
二

南
部
地
区
協
議
会
（
川
口
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ア
）

◆
二
・
一
五

北
部
地
区
協
議
会
（
マ
ロ
ウ

ド
イ
ン
熊
谷
）

◆
二
・
一
九

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開

講
座
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
二
・
二
四

第
一
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
二
六

第
四
回
人
事
労
務
委
員
会（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
三

第
一
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
八

第
二
九
回
生
き
生
き
職
場
体
験

交
流
の
集
い
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
九

第
二
〇
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
四

第
八
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
六

埼
玉
大
学
産
学
連
携
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
二
三

理
事
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
）

事
業
だ
よ
り

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

●お問い合わせ �048‐564‐3880（代表）（土・日・祝日休）
ものつくり大学 ものつくり研究情報センター
コーディネータ 柳瀬 貞春 E-Mail : mric@iot.ac.jp

主な支援内容

強み・弱み
の分析・評価

品質の作り込み化と
歩留向上

在庫削減と
リードタイムの短縮

設備稼動効率化、
段取り時間短縮

生産管理のしくみ改革、
システム構築

生産性を考慮した
製品設計改善

ものつくり大学が、中小企業の現場活性化支援！
低廉な費用

月4回、アドバイザー（1人）
が支援する場合、
月額で80,000円程度

中小企業

現場改善による生産性向上

〔例〕・収益力の向上
・事業規模の拡大
・人材採用の拡大

支援要請

実務支援

ものづくり生産現場のあらゆる
ムダ排除による生産性向上を
経験豊富なアドバイザーが
実務支援します。

ものつくり大学

ものつくり研究情報センター

担当教員（製造学科 教員）

現場支援アドバイザー

お気軽にご相談ください

現場改善の
ベテラン

登録

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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★
新
入
社
員
研
修

日
時

四
月
四
日
㈪
九
時
三
十
分
〜
一
六

時
四
十
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

基
調
講
演
・
講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ

ー
講
師

古
澤
美
奈
子
氏

★
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

四
月
八
日
㈮
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
拓
く

次
世
代
ビ
ジ
ネ
ス
〜
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
ビ

ジ
ネ
ス
を
再
定
義
す
る
〜

講
師

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授

森
川
博
之
氏

★
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

四
月
一
三
日
㈬
一
五
時
〜
一
八
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

主
体
的
に
動
く
組
織
を
創
る

講
師

㈱
コ
ー
チ
・
エ
ィ
取
締
役
社
長

鈴
木
義
幸
氏

★
理
事
会
・
幹
事
会

日
時

四
月
一
八
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜

一
八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

議
案
、
講
演
会
、
懇
親
会

講
師

宮
本
ア
ジ
ア
研
究
所
代
表
・
元
中

華
人
民
共
和
国
特
命
全
権
大
使

宮
本
雄
二
氏

★
平
成
二
八
年
度
埼
玉
県
産
業
労
働
部
主

要
施
策
説
明
会

日
時

四
月
二
一
日
㈭
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
説

明
会

★
第
一
回
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

日
時

四
月
二
七
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一

内
容

経
営
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
介
護

ビ
ジ
ネ
ス
事
業
の
今
後
を
考
え
る

講
師

㈱
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役

社
長

髙
橋
行
憲
氏

埼
玉
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督

課
長

子
安
成
人
氏

★
平
成
二
八
年
度
定
時
総
会

日
時

五
月
一
二
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜

一
八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

平
成
二
七
年
度
決
算
・
事
業
報
告
、

平
成
二
八
年
度
予
算
・
事
業
報
告

講
師

ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命
保
険
株
式
会

社

代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

出
口

治
明
氏

★
労
働
法
実
務
講
座
第
一
講

日
時

五
月
一
六
日
㈪
一
三
時
一
〇
分
〜

一
六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー

ル

内
容

労
働
法
の
基
礎
、
労
働
時
間
と
時

間
外
管
理
、
休
日
、
休
暇
の
法
律

実
務

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

日
時

五
月
一
七
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

組
織
を
活
性
化
す
る
女
性
リ
ー
ダ

ー
を
育
成
す
る
〜
経
営
者
の
視
点

を
持
ち
�
エ
ッ
ジ
力
�
を
発
揮
し

成
果
を
生
む

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ

加
地

照
子
氏

★
労
働
法
実
務
講
座
第
二
講

日
時

五
月
二
三
日
㈪
一
三
時
一
〇
分
〜

一
六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー

ル

内
容

人
事
異
動
と
出
向
・
転
籍
の
法
律

実
務
、
懲
戒
処
分
、
セ
ク
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

柏
木
建
設
㈱

代
表
取
締
役

宇
津
城

美
奈
子

さ
い
た
ま
市
中
央
区
鈴
谷
二
―
六
三
八

電
話
〇
四
八
―
八
五
三
―
〇
五
四
四

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
四
〇
名

総
合
建
設
業

㈱
北
関
東
陸
送

代
表
取
締
役

本
間

忠
男

さ
い
た
ま
市
北
区
宮
原
町
二
―
一
八
―

一
五

電
話
〇
四
八
―
六
六
七
―
四
三
二
二

（
資
）
二
千
五
百
万
円

（
従
）
四
八
名

自
動
車
運
送
業

税
理
士
法
人
キ
ャ
ン
バ
ス

代
表
社
員
税
理
士

越
川

利
明

上
尾
市
弁
財
二
―
九
―
六

電
話
〇
四
八
―
七
七
八
―
二
五
八
五

（
資
）
五
百
万
円

（
従
）
一
〇
名

税
務
代
理
・
税
務
書
類
の
作
成
及
び
税

務
相
談

越
谷
ゴ
ム
工
業
㈱

代
表
取
締
役

小
暮

進
勇

越
谷
市
越
谷
一
―
一
六
―
六

電
話
〇
四
八
―
九
六
〇
―
一
六
〇
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
三
名

不
動
産
賃
貸
、
ゴ
ム
精
練
加
工

㈱
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

代
表
取
締
役
社
長

居
郷

肇

所
沢
市
上
山
口
二
一
三
五

電
話
〇
四
―
二
九
二
四
―
一
一
五
五

（
資
）
一
億
円

（
従
）
七
七
名

プ
ロ
野
球
球
団
の
経
営

㈱
青
和
運
輸

代
表
取
締
役

青
木

茂

足
立
区
入
谷
七
―
五
―
九

電
話
〇
三
―
三
八
九
七
―
三
八
九
四

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
〇
〇
名

貨
物
自
動
車
運
送
業

高
橋
ソ
ー
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

高
橋

亮
人

本
庄
市
下
野
堂
六
〇
四
―
七

電
話
〇
四
九
五
―
二
四
―
一
六
四
一

（
資
）
四
千
八
百
万
円

（
従
）
六
〇
名

ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
類
・
ト
マ
ト
加
工
品
・

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
類

長
沼
商
事
㈱

代
表
取
締
役
社
長

長
沼

浩

所
沢
市
林
一
―
三
〇
六
―
七

電
話
〇
四
―
二
九
四
七
―
八
八
七
〇

（
資
）
五
千
二
百
五
十
万
円

（
従
）
二
八
名

鉄
・
非
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
加
工
処
理
業（
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
）

㈱
日
設

北
関
東
営
業
所

代
表
取
締
役

吉
村

正
孝

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
下
町
二
―
六
一

Ｎ
Ｔ
Ｔ
大
宮
下
町
ビ
ル

電
話
〇
四
八
―
六
四
八
―
三
八
四
六

（
資
）
一
億
円

（
従
）
一
七
八
名

空
調
・
給
排
水
衛
生
設
備
・
電
気
設
備

の
設
計
及
び
施
工

㈱
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
東
京
プ
ラ
ザ

代
表
取
締
役

徐
東
湖

新
宿
区
西
新
宿
六
―
八
―
一

電
話
〇
三
―
五
三
八
一
―
一
八
〇
八

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
一
〇
四
七
名

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
ホ
ー
ル
運
営

㈱
フ
ジ
タ

代
表
取
締
役

藤
田

徹

久
喜
市
久
喜
東
二
―
四
―
一

電
話
〇
四
八
〇
―
二
一
―
〇
九
三
三

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
一
〇
名

不
動
産
業

㈲
ま
す
い
い
リ
ビ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役

増
井

千
恵
子

川
口
市
中
青
木
三
―
二
―
五

電
話
〇
四
八
―
二
五
四
―
八
〇
二
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
六
名

建
設
業
、
一
般
建
築
士
事
務
所
、
工
務

店
、
不
動
産
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈
代
表
者
変
更
〉

㈱
大
堰

代
表
取
締
役
社
長

宮
内

和
広
（
旧

宮
内

廣
介
）

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

本
川
越
支
店

常
務
執
行
役
員

埼
玉
西
地
域
営
業
本
部
長

藤
田

正
幸
（
旧

執
行
役
員
埼
玉
西

地
域
営
業
本
部
長

中
村

信
也
）

昭
和
管
工
㈱

代
表
取
締
役

下
池

日
出
雄
（
旧

島
田

眞
一
）

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱

埼
玉
中
央
支
店

執
行
役
員
埼
玉
中
央
支
店
長

中
川

幸
生
（
旧

石
川

正
孝
）

内
藤
環
境
管
理
㈱

代
表
取
締
役
社
長

内
藤

岳
（
旧

内
藤

稔
）

㈱
マ
ミ
ー
マ
ー
ト

代
表
取
締
役
社
長

岩
崎

裕
文
（
旧

代
表
取
締
役
会
長

岩
崎

悦
久
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/
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